
北九州工業高等専門学校 生産デザイン工学専攻 開講年度 平成23年度 (2011年度)
学科到達目標

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
専1年 専2年
前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教
員

履修上
の区分

一
般

必
修 英語文献講読Ⅰ 0010 学修単

位 2 2

油谷 英
明,久
池井 茂
,横山
郁子
,渡辺
眞一
,久保
川 晴美
,添田
滿,吉
野 慶一
,永田
康久

一
般

必
修 文章表現論 0011 学修単

位 2 2

宮内 真
人,油
谷 英明
,豊田
圭子
,荒川
裕紀
,古野
誠治
,松尾
貴之

一
般

選
択 社会科学特論 0012 学修単

位 1 1

松嶋 茂
憲,白
神 宏
,豊永
憲治

一
般

必
修 数学特論I 0013 学修単

位 2 2

油谷 英
明,太
屋岡 篤
憲,脇
山 正博
,久池
井 茂
,松嶋
茂憲
,浅尾
晃通
,種 健
,白神
宏,豊
永 憲治

一
般

必
修 物理数学特論 0014 学修単

位 2 2

油谷 英
明,脇
山 正博
,乙部
由美子
,園田
達彦
,中島
レイ
,滝本
隆,山
本 洋司
,横山
郁子
,渡辺
眞一
,久保
川 晴美
,中村
成芳
,黒田
恭平
,中村
嘉雄
,岡田
美鈴

一
般

選
択 物理学特論II 0016 学修単

位 2 2
宮内 真
人,油
谷 英明

一
般

選
択 物理学特論III 0017 学修単

位 2 2
松嶋 茂
憲,白
神 宏



一
般

必
修 英語運用能力演習 0051 学修単

位 1 1

添田 滿
,吉野
慶一
,久池
井 茂
,永田
康久
,白神
宏

一
般

必
修 北九州産業史 0052 学修単

位 2 2

添田 滿
,吉野
慶一
,久池
井 茂
,永田
康久
,白神
宏

一
般

選
択 総合科学選択演習 0053 学修単

位 1 集中講義

添田 滿
,吉野
慶一
,久池
井 茂
,永田
康久
,宮内
真人

一
般

選
択 北九州市社会学論 0054 学修単

位 1 1

添田 滿
,吉野
慶一
,久池
井 茂
,永田
康久
,白神
宏

一
般

必
修 物理学特論I 0055 学修単

位 2 2 宮内 真
人

専
門

必
修 科学技術英語演習Ⅰ 0015 学修単

位 1 1

田淵 大
介,油
谷 英明
,松久
保 潤
,脇山
正博
,園田
達彦
,浅尾
晃通
,白神
宏,十
時 優介
,前川
孝司
,横山
郁子
,渡辺
眞一
,久保
川 晴美
,中村
成芳
,黒田
恭平
,中村
嘉雄
,岡田
美鈴

専
門

必
修 生産デザイン工学 0018 学修単

位 2 2

永田 康
久,油
谷 英明
,添田
滿,脇
山 正博
,久池
井 茂
,松嶋
茂憲
,浅尾
晃通
,種 健



専
門

必
修 生産デザイン工学演習 0019 学修単

位 1 1

松嶋 茂
憲,油
谷 英明
,脇山
正博
,乙部
由美子
,園田
達彦
,中島
レイ
,滝本
隆

専
門

必
修 創造工学実験 0020 学修単

位 1 1
安信 強
,松嶋
茂憲

専
門

選
択 環境モニタリング技術 0021 学修単

位 2 2
久池井
茂,滝
本 隆

専
門

選
択 環境分析化学 0022 学修単

位 2 2

福澤 剛
,本郷
一隆
,小畑
賢次

専
門

選
択 有機・高分子材料工学 0023 学修単

位 2 2
後藤 宗
治,永
田 康久

専
門

選
択 金属・無機材料工学 0024 学修単

位 2 2

古野 誠
治,松
尾 貴之
,松嶋
茂憲

専
門

必
修 流体工学特論 0025 学修単

位 2 2

加島 篤
,桐本
賢太
,添田
滿,吉
野 慶一
,久池
井 茂
,永田
康久

専
門

選
択 機械振動学 0026 学修単

位 2 2

加島 篤
,桐本
賢太
,井上
昌信

専
門

選
択 電磁エネルギー変換 0027 学修単

位 2 2

秋本 髙
明,福
澤 剛
,本郷
一隆

専
門

選
択 バイオエネルギー 0028 学修単

位 2 2 後藤 宗
治

専
門

必
修 ロボティクス 0029 学修単

位 2 2

内田 武
,種 健
,豊田
圭子
,荒川
裕紀
,古野
誠治
,松尾
貴之

専
門

選
択 電気電子回路設計 0030 学修単

位 2 2

秋本 髙
明,加
島 篤
,桐本
賢太

専
門

選
択 電子デバイス工学 0031 学修単

位 2 2

田上 英
人,松
本 圭司
,加島
篤,桐
本 賢太

専
門

選
択 情報理論 0032 学修単

位 2 2
松久保
潤,秋
本 髙明

専
門

選
択 化学反応制御学 0033 学修単

位 2 2

磯崎 裕
臣,松
久保 潤
,後藤
宗治

専
門

選
択 材料力学特論 0034 学修単

位 2 2 内田 武
,種 健

専
門

選
択 計算機アーキテクチャー 0035 学修単

位 2 2 秋本 髙
明



専
門

選
択 メカトロニクス工学特論 0036 学修単

位 2 2

山根 大
和,田
上 英人
,松本
圭司

専
門

選
択 離散数学 0037 学修単

位 2 2

加島 篤
,秋本
髙明
,久池
井 茂
,松嶋
茂憲
,浅尾
晃通
,松久
保 潤

専
門

選
択 ディジタル信号処理 0038 学修単

位 2 2
磯崎 裕
臣,松
久保 潤

専
門

選
択 専攻科特論II 0039 学修単

位 2 2
久池井
茂,小
清水 孝
夫

専
門

選
択 専攻科特論III 0040 学修単

位 2 2
加島 篤
,秋本
髙明

専
門

選
択 専攻科特論IV 0041 学修単

位 2 2

川原 浩
治,竹
原 健司
,山根
大和

専
門

選
択 専攻科特論V 0042 学修単

位 1 1

久池井
茂,小
清水 孝
夫,加
島 篤
,秋本
髙明
,松嶋
茂憲
,浅尾
晃通

専
門

選
択 専攻科特論VI 0043 学修単

位 2 集中講義

加島 篤
,秋本
髙明
,久池
井 茂
,松嶋
茂憲
,浅尾
晃通

専
門

選
択 専攻科特論VII 0044 学修単

位 1 集中講義

川原 浩
治,竹
原 健司
,久池
井 茂
,小清
水 孝夫

専
門

選
択 専攻科特論VIII 0045 学修単

位 1 集中講義

本郷 一
隆,添
田 滿
,久池
井 茂
,後藤
宗治
,浅尾
晃通
,加島
篤,秋
本 髙明

専
門

選
択 専攻科特論IX 0046 学修単

位 1 集中講義

岡田 美
鈴,川
原 浩治
,竹原
健司

専
門

選
択 専攻科特論X 0047 学修単

位 1 集中講義

白神 宏
,安部
力,浜
松 弘
,本郷
一隆
,久池
井 茂
,小清
水 孝夫



専
門

選
択 専攻科特論XI 0048 学修単

位 1 集中講義

濵田 臣
二,八
嶋 文雄
,加島
篤,秋
本 髙明

専
門

選
択 専攻科特論XII 0049 学修単

位 1 集中講義

白神 宏
,川原
浩治
,竹原
健司

専
門

選
択 夏期留学対応科目 0050 学修単

位 1 集中講義

油谷 英
明,中
村 裕之
,本郷
一隆
,添田
滿,久
池井 茂
,後藤
宗治
,浅尾
晃通

専
門

選
択 特別実習 0056 学修単

位 1 1

添田 滿
,吉野
慶一
,久池
井 茂
,永田
康久

専
門

選
択 特別実習 0057 学修単

位 1 1

添田 滿
,吉野
慶一
,久池
井 茂
,永田
康久

専
門

必
修

生産デザイン工学特別研
究Ⅰ 0058 学修単

位 3 3

添田 滿
,吉野
慶一
,久池
井 茂
,永田
康久

専
門

必
修

生産デザイン工学特別研
究Ⅱ 0059 学修単

位 3 3

添田 滿
,吉野
慶一
,久池
井 茂
,永田
康久

一
般

必
修 数学特論II 0060 学修単

位 2 2 山田 康
隆

一
般

必
修 英語文献講読Ⅱ 0096 学修単

位 1 1

松嶋 茂
憲,浅
尾 晃通
,安信
強,桐
本 賢太
,太屋
岡 篤憲
,永田
康久
,山本
一夫
,中村
嘉雄

一
般

必
修 国際社会学演習 0097 学修単

位 1 1 白神 宏

一
般

必
修 知的財産 0098 学修単

位 1 1
廣瀬 孝
壽,白
神 宏

一
般

必
修 技術者倫理・法規 0099 学修単

位 1 1
廣瀬 孝
壽,安
部 力

専
門

選
択 科学技術英語演習Ⅱ 0061 学修単

位 1 1

滝本 隆
,山本
一夫
,横山
郁子
,渡辺
眞一
,久保
川 晴美
,中村
嘉雄

専
門

選
択 機械材料応用工学 0062 学修単

位 2 2 内田 武



専
門

選
択 電気材料工学 0063 学修単

位 2 2

本郷 一
隆,油
谷 英明
,山内
幸治

専
門

選
択 生物工学特論 0064 学修単

位 2 2

水野 康
平,前
川 孝司
,田上
英人

専
門

選
択 環境・熱エネルギー特論 0065 学修単

位 2 2
山本 洋
司,小
清水 孝
夫

専
門

選
択 発変電工学 0066 学修単

位 2 2
前川 孝
司,田
上 英人

専
門

選
択

電磁アクチュエータ（機
器） 0067 学修単

位 2 2
松本 圭
司,田
上 英人

専
門

選
択 化学熱力学 0068 学修単

位 2 2 山根 大
和

専
門

選
択 グリーンエネルギー 0069 学修単

位 2 2 山根 大
和

専
門

必
修 生産プロセス工学 0070 学修単

位 2 2
浅尾 晃
通,寺
井 久宣

専
門

選
択 計算知能工学 0071 学修単

位 2 2 吉野 慶
一

専
門

選
択 コンピュータ制御論 0072 学修単

位 2 2 添田 滿

専
門

選
択 量子材料学 0073 学修単

位 2 2 松嶋 茂
憲

専
門

選
択 環境制御工学 0074 学修単

位 2 2 浜松 弘

専
門

選
択 生産設計工学 0076 学修単

位 2 2 入江 司

専
門

選
択 オプトエレクトロニクス 0077 学修単

位 2 2
福澤 剛
,油谷
英明

専
門

選
択 知識情報システム 0078 学修単

位 2 2 脇山 正
博

専
門

選
択 量子物理化学 0079 学修単

位 2 2 松嶋 茂
憲

専
門

選
択 細胞機能工学 0080 学修単

位 2 2 井上 祐
一

専
門

選
択 専攻科特論I 0081 学修単

位 2 2 永田 康
久

専
門

選
択 専攻科特論IV 0082 学修単

位 2 2

竹原 健
司,宮
内 真人
,水野
康平

専
門

選
択 専攻科特論V 0083 学修単

位 1 集中講義
竹原 健
司,宮
内 真人

専
門

選
択 専攻科特論VI 0084 学修単

位 2 集中講義
竹原 健
司,宮
内 真人

専
門

選
択 専攻科特論VII 0085 学修単

位 1 集中講義
久池井
茂,小
清水 孝
夫

専
門

選
択 専攻科特論VIII 0086 学修単

位 1 集中講義

松嶋 茂
憲,加
島 篤
,秋本
髙明

専
門

選
択 専攻科特論IX 0087 学修単

位 1 集中講義

川原 浩
治,竹
原 健司
,水野
康平

専
門

選
択 専攻科特論X 0088 学修単

位 1 集中講義
竹原 健
司,宮
内 真人

専
門

選
択 専攻科特論XI 0089 学修単

位 1 集中講義

松嶋 茂
憲,加
島 篤
,秋本
髙明



専
門

選
択 専攻科特論XII 0090 学修単

位 1 集中講義
竹原 健
司,宮
内 真人

専
門

選
択 夏期留学対応科目 0091 学修単

位 1 集中講義

松嶋 茂
憲,浅
尾 晃通
,安信
強,桐
本 賢太
,太屋
岡 篤憲
,永田
康久
,中村
嘉雄

専
門

選
択 生物化学 0092 学修単

位 2 2

永田 康
久,水
野 康平
,園田
達彦
,大川
原 徹

専
門

選
択 特別実習 0093 学修単

位 1 1

松嶋 茂
憲,浅
尾 晃通
,安信
強,桐
本 賢太
,太屋
岡 篤憲
,永田
康久
,中村
嘉雄

専
門

必
修

生産デザイン工学特別研
究Ⅲ 0094 学修単

位 3 3

松嶋 茂
憲,浅
尾 晃通
,安信
強,桐
本 賢太
,太屋
岡 篤憲
,永田
康久
,加島
篤

専
門

必
修

生産デザイン工学特別研
究Ⅳ 0095 学修単

位 3 3

松嶋 茂
憲,浅
尾 晃通
,安信
強,桐
本 賢太
,太屋
岡 篤憲
,永田
康久
,加島
篤

専
門

選
択 資源環境情報分析 0100 学修単

位 2 2
白濵 成
希,脇
山 正博

専
門

選
択 環境資源工学特論 0101 学修単

位 2 2 前田 良
輔

専
門

選
択 データ解析学 0102 学修単

位 2 2 山内 幸
治



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 文章表現論
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「楽しく書ける作文・小論文 基本編―「六〇〇字で書こう」」 上條晴夫桐原書店
担当教員 宮内 真人,油谷 英明,豊田 圭子,荒川 裕紀,古野 誠治,松尾 貴之
到達目標
１．社会人として必要な日本語表現能力を習得し、実践できる。情報を収集・分析し、自らの考えを文章にまとめることができる。
２．他者の意見について、客観的な評価や建設的な助言ができる。
３．自らの考えを論理的に構成し、相手に向かって効果的に伝えることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

社会人として必要な日本語表現能
力を習得し、実践できる。情報を
収集・分析し、自らの考えを客観
的に文章にまとめることができる
。

社会人として必要な日本語表現能
力を習得し、実践できる。情報を
収集・分析し、自らの考えを文章
にまとめることができる。

社会人として必要な日本語表現能
力を習得し、実践が困難である。
情報を収集・分析し、自らの考え
を文章にまとめることができない
。

評価項目2
他者の意見について、客観的な評
価や、相手に伝わりやすいように
建設的な助言ができる。

他者の意見について、客観的な評
価や建設的な助言ができる。

他者の意見について、客観的な評
価や建設的な助言ができない。

評価項目3
自らの考えを論理的に構成し、聞
き手を意識した上で相手に向かっ
て効果的に伝えることができる。

自らの考えを論理的に構成し、相
手に向かって効果的に伝えること
ができる。

自らの考えを論理的に構成し、相
手に向かって効果的に伝えること
が困難である。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 実践的技術者に必要な日本語の表現能力を豊かにし、言語活動の向上を図る。社会人として必要な、文章や口頭発表に

よる自己表現能力の充実を図る。

授業の進め方・方法 学習する単元を予習復習すること。質疑応答も評価に関わる。問いに対して簡潔明快な答えること。辞書類を持参し、
広く活用すること。

注意点 毎講、学習内容に対応した課題を出すので、必ず学習してくること。課題の提出期限は厳守すること。また、口頭発表
に向けて、十分な準備を行うこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 授業概要及び履修心得・学習方法を把握する。
2週 文章の整え方 書き写しのポイントを把握し、実践する。

3週 文章の整え方 話し言葉と書き言葉の相違を理解し、話し言葉から書
き言葉に直すことができる。

4週 文章の整え方 箇条書き発想法を学び、テーマに沿った内容について
発想することができる。

5週 文章の整え方 段落分けのポイントを学び、実践する。

6週 文章の書き方 自己アピール文の作成し、お互いに批評することがで
きる。

7週 文章の書き方 推敲・添削の方法を学び、学生同士で文章の添削をす
ることができる。

8週 文章の書き方 本論の書き方―反論容認型を理解する。

4thQ

9週 文章の書き方 本論の書き方―事例考察型を理解する。
10週 文章の書き方 本論の書き方―重点先行型を理解する。
11週 総合的な実践演習 社会問題をテーマとする小論文を作成する。

12週 総合的な実践演習 社会問題をテーマとする小論文を学生同士で添削し合
い、批評することができる。

13週 総合的な実践演習 科学技術をテーマとする小論文を作成する。

14週 総合的な実践演習
まとめ

科学技術をテーマとする小論文を学生同士で添削し合
い、批評することができる。
今まで学習した小論文の型を復習する。

15週 定期試験 １～１４週までの内容を網羅した試験により、授業内
容の理解の定着を図る。

16週 定期試験解説 定期試験の内容を理解し、復習する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 国語 国語

論理的な文章を読み、論理の構成や展開の把握にもとづいて論旨
を客観的に理解し、要約し、意見を表すことができる。また、論
理的な文章の代表的構成法を理解できる。

5

代表的な文学作品を読み、人物・情景・心情の描写ならびに描写
意図などを理解して味わうとともに、その効果について説明でき
る。

5

文章を客観的に理解し、人間・社会・自然などについて考えを深
め、広げることができる。 5

文学作品について、鑑賞の方法を理解できる。また、代表的な文
学作品について、日本文学史における位置を理解し、作品の意義
について意見を述べることができる。

5



鑑賞にもとづく批評的な文章の執筆や文学的な文章（詩歌、小説
など）の創作をとおして、感受性を培うことができる。 5

読書習慣の形成をとおして感受性を培い、新たな言葉やものの見
方を習得して自らの表現の向上に生かすことができる。 5

現代日本語の運用、語句の意味、常用漢字、熟語の構成、ことわ
ざ、慣用句、同音同訓異義語、単位呼称、対義語と類義語等の基
礎的知識についての理解を深め、その特徴を把握できる。また、
それらの知識を適切に活用して表現できる。

5

代表的な古文・漢文を読み、言葉や表現方法の特徴をふまえて人
物・情景などを理解し、人間・社会・自然などについて考えを深
めたり広げたりすることができる。

5

古文・漢文について、音読・朗読もしくは暗唱することにより、
特有のリズムや韻などを味わうことができる。 5

代表的な古文・漢文について、日本文学史および中国文学史にお
ける位置を理解し、作品の意義について意見を述べることができ
る。また、それらに親しもうとすることができる。

5

教材として取り上げた作品について、用いられている言葉の現代
の言葉とのつながりや、時代背景などに関する古文・漢文の基礎
的知識を習得できる。

5

情報の収集や発想・選択・構成の方法を理解し、論理構成や口頭
によるものを含む表現方法を工夫して、科学技術等に関する自ら
の意見や考えを効果的に伝えることができる。また、信頼性を重
視して情報を分析し、図表等を適切に活用・加工してコミュニケ
ーションに生かすことができる。

6

他者の口頭によるものを含む表現について、客観的に評価すると
ともに建設的に助言し、多角的な理解力、柔軟な発想･思考力の
涵養に努めるとともに、自己の表現の向上に資することができる
。

6

相手の意見を理解して要約し、他者の視点を尊重しつつ、建設的
かつ論理的に自らの考えを構築し、合意形成にむけて口頭による
コミュニケーションをとることができる。また、自らのコミュニ
ケーションスキルを改善する方法を習得できる。

6

社会で使用される言葉を始め広く日本語を習得し、その意味や用
法を理解できる。また、それらを適切に用い、社会的コミュニケ
ーションとして実践できる。

6

評価割合
試験 発表・課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 50 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 物理学特論II
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 使用しない
担当教員 宮内 真人,油谷 英明
到達目標
物理学特論IIにおいて，
・放射線・原子燃料サイクルや放射性廃棄物などの言葉が理解でき、説明することができる。
・日本・世界のエネルギー状況について説明することができる。
・外部講師の講義の内容が理解でき、質問等を行うことができる。
ということを目標をする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
日本のエネルギー
(一次エネルギー)

日本の一次エネルギーの状況につ
いて理解できて、説明ができる。

日本の一次エネルギーの状況につ
いて理解している。

日本一次エネルギーを知っている
。

日本のエネルギー
(二次エネルギー)

日本の二次エネルギーの状況につ
いて理解できて、説明ができる。

日本の二次エネルギーの状況につ
いて理解している。

日本二次エネルギーを知っている
。

世界のエネルギー
(一次エネルギー)

世界の一次エネルギーの状況につ
いて理解できて、説明ができる。

世界の一次エネルギーの状況につ
いて理解している。

世界一次エネルギーを知っている
。

世界のエネルギー
(二次エネルギー)

世界の二次エネルギーの状況につ
いて理解できて、説明ができる。

世界の二次エネルギーの状況につ
いて理解している。

世界二次エネルギーを知っている
。

外部講師による講義 外部講師の講義の内容が理解でき
、質問等を行うことができる。

外部講師の講義の内容が理解でき
る。

外部講師による講義の内容が理解
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日本・世界のエネルギー状況(一次エネルギ/二次エネルギー)について説明する。

外部講師(原子力学会シニアネットワーク(SNW)を含む)による講演を行い、最新の情報に触れさせる。

授業の進め方・方法

講義1回めに、物理学特論IIの目的と意義および外部講師(原子力学会シニアネットワーク(SNW))の講演等の説明をし、
準備をする。
日本・世界のエネルギー状況にふれ、関心と理解力の向上を図る。
外部講師(原子力学会シニアネットワーク(SNW)を含む)による講演を行うので、内容に関する前準備をしておくこと。
レポート等を取り入れ、講義内容について理解できるように配慮する。

注意点
世界のエネルギー状況(化石エネルギー・再生可能エネルギー・原子力エネルギー等)について理解すること。
外部講師(原子力学会シニアネットワーク(SNW)を含む)による講演を行うので、内容に関する前準備が必要となる。
レポートによる評価となるので、締め切りを守ること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス ・物理学特論IIの授業内容について理解する．

2週 原子力エネルギーの基礎(1) ・原子と原子核について説明ができる。
・放射線の種類と特性について説明ができる。

3週 原子力エネルギーの基礎(2) ・放射能について説明できる。
4週 原子力エネルギーの基礎(3) ・放射線の生物への影響について説明ができる。
5週 原子力エネルギーの基礎(4) ・放射線、放射能と人類について説明できる。
6週 日本のエネルギー(1) ・日本の一次エネルギーについて説明ができる。
7週 日本のエネルギー(2) ・日本の二次エネルギーについて説明ができる。

8週 日本のエネルギー(3) ・日本の一次エネルギーと二次エネルギーの関係につ
について説明ができる。

4thQ

9週 世界のエネルギー(1) ・世界の一次エネルギーについて説明ができる。
10週 世界のエネルギー(2) ・世界の二次エネルギーについて説明ができる。

11週 世界のエネルギー(3) ・世界の一次エネルギーと二次エネルギーの関係につ
について説明ができる。

12週 外部講師による講義 ・外部講師の講義の内容が理解できる。

13週 SNWとの対話会(1) ・SNWからの質問の返信に対して，班員の中でディス
カッションができる．

14週 SNWとの対話会(2) ・SNWとの対話会で，シニアとの質疑応答ができる．

15週 SNWとの対話会(3)
・SNWとの対話会で，対話会の内容をまとめることが
できる．
・SNWとの対話会の内容を参加者の前で発表・質疑応
答ができる．

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 物理 力学

物体の変位、速度、加速度を微分・積分を用いて相互に計算する
ことができる。 4 後6

慣性の法則について説明できる。 4
作用と反作用の関係について、具体例を挙げて説明できる。 4
運動方程式を用いた計算ができる。 4



簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て、初期値
問題として解くことができる。 4

力学的エネルギー保存則を様々な物理量の計算に利用できる。 4
運動量保存則を様々な物理量の計算に利用できる。 4

評価割合
レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 0 70
専門的能力 30 0 0 0 0 0 30
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 総合科学選択演習
科目基礎情報
科目番号 0053 科目区分 一般 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 添田 滿,吉野 慶一,久池井 茂,永田 康久,宮内 真人
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

運動技能 技術の理解度 合計
総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 40 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 情報理論
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 電気・電子系教科書シリーズ22情報理論，三木成彦・吉川英機著，コロナ社
担当教員 松久保 潤,秋本 髙明
到達目標
1. 情報量・エントロピーの概念・定義を理解し、実際に計算することができる。
2. 情報源のモデル化と情報源符号化について説明できる。
3. ハフマン符号、算術符号などの情報源符号化方法について理解できる。
4. 通信路のモデルと通信路符号化について説明できる。
5. パリティ符号、ハミング符号などの誤り検出・誤り訂正符号について理解できる。
6. 相互情報量、通信路容量について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
情報量，エントロピー，相互情報
量，通信路容量について理解し
，実際に計算できる

情報量，エントロピー，相互情報
量，通信路容量について理解でき
る

情報量，エントロピー，相互情報
量，通信路容量について理解して
いない

評価項目2
情報源のモデルと情報源符号化に
ついて説明でき，ハフマン符号な
どで実際に符号を作ることができ
る

情報源のモデルと情報げ符号化に
ついて説明できる

情報源のモデルと情報源符号化に
ついて理解していない

評価項目3
通信路のモデルと通信路符号化に
ついて説明でき，ハミング符号な
どで実際に符号を作ることができ
る

通信路のモデルと通信路符号化に
ついて説明できる

通信路のモデルと通信路符号化に
ついて理解していない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

現代社会において必要不可欠な技術である情報処理技術および情報通信技術の基礎理論である情報理論を学ぶ。1 つの情
報の情報量や情報源から発信される情報の平均情報量といった情報の量を定量的に扱うための理論や、情報や情報源の
性質と情報量との関係について学ぶ。さらに、様々な情報を効率よくデジタルデータで表現する技術である情報源符号
化や、データ通信などにおいて通信の信頼性の向上や通信誤りの軽減を実現する技術である誤り検出符号・誤り訂正符
号といった通信路符号化について学ぶ。

授業の進め方・方法 教科書に沿って授業を進める。講義後に演習を実施し，授業内容を復習すると共に理解度を確認する。
注意点 講義後に実施する演習は採点し，その点数は成績評価に含める．
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 情報理論の概要 情報理論の概要，シャノンの通信システムのモデル
，情報源のモデルについて説明できる

2週 情報量とエントロピー 情報量とエントロピーを理解し，計算できる．

3週 情報源符号  一意復号可能な符号、瞬時符号，平均符号長を理解で
きる

4週 情報源符号化定理 拡大情報源と情報源符号化定理について理解できる
5週 代表的な情報源符号 ハフマン符号を構成できる
6週 その他の情報源符号 算術符号を構成できる
7週 その他の情報源符号 ランレングス符号，ＺＬ符号を理解できる

8週 中間試験 １～７週の内容を網羅した試験により，授業内容の理
解の定着を図る

2ndQ

9週 通信路符号化 通信路符号化の目的を理解できる．最小ハミング距離
と誤り検出，誤り訂正能力の関係について理解できる

10週 誤り訂正・誤り検出符号 単一パリティ検査符号，垂直水平検査符号などの簡単
な通信路符号を理解し，構成できる

11週 ハミング符号 ハミング符号について理解し，簡単なハミング符号を
構成できる

12週 巡回符号 巡回符号，CRCについて理解できる．

13週 相互情報量 結合エントロピー、条件付きエントロピー、相互情報
量について理解し，計算できる

14週 通信路符号化定理 通信路容量と通信路符号化定理について理解できる

15週 期末試験 ９～14週の内容を網羅した試験により，授業内容の理
解の定着を図る

16週 期末試験の解説 期末試験の内容を理解する
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野 情報数学・

情報理論

情報量の概念・定義を理解し、実際に計算することができる。 3 後5
情報源のモデルと情報源符号化について説明できる。 3 後12
通信路のモデルと通信路符号化について説明できる。 3 後14

評価割合
試験 演習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 計算機アーキテクチャー
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「図解コンピュータアーキテクチャ入門[第2 版]」、堀桂太郎著、森北出版
担当教員 秋本 髙明
到達目標
1. デジタル計算機を構成する五大装置とそれぞれの役割とこれらの間でのデータの流れを説明できる。
2. 割り込み、パイプライン処理などプロセッサを実現するために考案された主要な技術を説明できる。
3. キャッシュメモリ、仮想メモリなどメモリシステムを実現するために考案された主要な技術を説明できる。
4. ノイマン型計算機における命令、機械語、アドレッシング、データの表現方法、演算アルゴリズムが理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 コンピュータを構成する5大装置の
役割とデータの流れを説明できる

コンピュータを構成する5大装置を
説明できる

コンピュータを構成する5大装置を
理解していない

評価項目2
コンピュータの命令，機械語，デ
ータの表現方法，演算アルゴリズ
ムを理解し，具体的な処理方法を
説明できる．

コンピュータの命令，機械語，デ
ータの表現方法，演算アルゴリズ
ムを理解している．

コンピュータの命令，機械語，デ
ータの表現方法，演算アルゴリズ
ムを理解していない．

評価項目3
キャッシュメモリ，パイプライン
などの高速化のための主要な技術
を理解し，それら動作を説明でき
る．

キャッシュメモリ，パイプライン
などの高速化のための主要な技術
を理解できる．

キャッシュメモリ，パイプライン
などの高速化のための主要な技術
を理解していない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
現代社会で一般的に使われているノイマン型計算機の基本構造や動作原理を習得すると共に、データ処理の効率化・高
速化のための様々な技術について習得する。まず計算機の基本的な構成と動作を学び、ノイマン型計算機の設計思想を
理解する。次に、命令セットと機械語、演算処理、メモリなどの計算機の構成要素について学ぶ。さらに、パイプライ
ン処理。仮想記憶、キャッシュメモリ、割り込みといったデータ処理の効率化・高速化のための技術について学ぶ。

授業の進め方・方法 教科書に沿って授業を進める。適時に演習を行い授業内容を復習すると共に理解度を確認する

注意点 本科目の技術分野は日進月歩であるため、インターネットなどを使って各自で最新技術や技術動向を調べる。演習問題
を解くことにより理解度を確認し、不十分な項目を復習する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 コンピュータの歴史 コンピュータの発展の歴史を理解できる

2週 ノイマン型コンピュータ ノイマン型計算機の３つの特徴，ノイマン型計算機の
基本構成と基本動作について説明できる

3週 命令セットアーキテクチャ 機械語命令，アドレッシングを理解できる．命令機能
の評価を理解し計算できる．

4週 ハーバードアーキテクチャ，RISCとCISC
ノイマン型コンピュータのボトルネックとハーバード
アーキテクチャを説明できる．RISCとCISCの違いと
特徴を説明できる

5週 データの表現方法 コンピュータ内部での10 進数の表現、負数の表現、実
数の表現、文字データの表現を理解できる

6週 演算アルゴリズム 加減算アルゴリズム、乗算アルゴリズム、除算アルゴ
リズムを理解できる．

7週 制御アーキテクチャ ワイヤードロジック制御方式とマイクロプログラム制
御方式について説明できる

8週 中間試験 1～7週の内容を網羅した試験により，授業内容の理解
の定着を図る

4thQ

9週 メモリアーキテクチャ
主記憶装置と補助記憶装置について説明できる
．RAMとROM，Static RAMとDynamic RAMについて
説明できる．

10週 補助記憶装置
磁気ディスク装置，光ディスク装置などについて説明
できる．磁気ディスク装置の平均待ち時間を理解し計
算できる．

11週 キャッシュメモリ
キャッシュメモリの必要性と機能を説明できる．キャ
ッシュメモリのマッピング方式と転送方式を理解でき
る．

12週 仮想メモリ 仮想メモリの必要性と機能を説明できる．仮想メモリ
の分割方式とマッピング方式を説明できる．

13週 パイプラインアーキテクチャ
パイプライン処理の必要性と機能を説明できる．パイ
プライン処理におけるハザードとその回避手法を説明
できる

14週 その他の高速化技術
スーパーパイプライン、スーパースカラ、VLIW、ベク
トルコンピュー
タ、マルチプロセッサについて説明できる

15週 定期試験 9～14週の内容を網羅した試験により，授業内容の理
解の定着を図る

16週 定期試験の解説 定期試験の内容を理解する
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 ディジタル信号処理
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 磯崎 裕臣,松久保 潤
到達目標
a
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 数学特論II
科目基礎情報
科目番号 0060 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「初歩からの統計学」牧野書店
担当教員 山田 康隆
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 種々の確率分布の特性値を算出で
きる。

種々の確率分布の特性を把握でき
る。 平均・分散が求められない。

評価項目2 あらゆる推定問題に対応し、解法
できる。 推定問題に対応し、解法できる。 推定問題に対応できない。

評価項目3 あらゆる仮説検定問題に対応し、
解法できる。

仮説検定問題に対応し、解法でき
る。 仮説検定問題に対応できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 統計学の基礎的事項を習得する。具体的な応用例に接することにより、各専門分野での実践的な統計学の修得を目指す

。
授業の進め方・方法 1コマに付き講義と演習をセットにして講義を行う。またレポート課題の提出を原則として重要な評価の対象とする。
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 確率変数と確率分布 離散型、連続型の確率変数のその確率分布について
理解する

2週 主要な確率分布 離散型・連続型の主要な確率分布を理解する。

3週 平均・分散・積率 積率母関数、確率母関数をもちいて積率を求められる
。

4週 多次元確率分布 多次元確率変数の特性（独立性など）を理解する。

5週 確率分布の再生性 再生性を理解し、確率分布が再生性を持つかどうか判
定できる。

6週 2次元確率変数の確率分布 ２次元確率変数の分布関数を求めることができる。
7週 正規分布・カイ2乗分布・t分布・F分布 各分布の確率密度関数の特性を理解する。

8週 点推定の適正 点推定に関して、不変性・一致性・有効性の3つの特性
を理解する。

4thQ

9週 区間推定の理論とリスク・母数の区間推定I 母平均等、母数の区間推定ができる。
10週 母数の区間推定II 正規母集団でない母集団の区間推定ができる。
11週 母数の仮説検定I 母平均・母分散など母数の仮説検定ができる。
12週 母数の仮説検定II 母比率など母数の仮説検定ができる。
13週 母数の仮説検定III 等分散・母平均の差の仮説検定ができる。
14週 適合度検定 適合度検定ができる。
15週 独立性の検定 独立性の仮説検定ができる
16週 相関係数の検定 相関係数の仮説検定ができる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

行列の定義を理解し、行列の和・差・スカラーとの積、行列の積
を求めることができる。 3

行列の和・差・数との積の計算ができる。 3
行列の積の計算ができる。 3
逆行列の定義を理解し、2次の正方行列の逆行列を求めることが
できる。 3

行列式の定義および性質を理解し、基本的な行列式の値を求める
ことができる。 3

線形変換の定義を理解し、線形変換を表す行列を求めることがで
きる。 3

合成変換や逆変換を表す行列を求めることができる。 3
平面内の回転に対応する線形変換を表す行列を求めることができ
る。 3

独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確
率を理解し、簡単な場合について、確率を求めることができる。 3

条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単
な場合について確率を求めることができる。 3

1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差を求めること
ができる。 3

評価割合
試験 report 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計



総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 40 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英語文献講読Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0096 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 「特別研究指導教員が指定した英語の文献 」
担当教員 松嶋 茂憲,浅尾 晃通,安信 強,桐本 賢太,太屋岡 篤憲,永田 康久,山本 一夫,中村 嘉雄
到達目標

    自分の専門に関する基本的な語彙を習得する。
    毎分120語程度の速度で物語文や説明文などを読み、その概要を把握できる。
    自身のテーマと他の研究事例を比較・分析する力を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
単語力・語彙

自分の専門に関する十分な語彙を
習得する。

自分の専門に関する基本的な語彙
を習得する。

 自分の専門に関する基本的な語彙
を習得できてい
ない。

評価項目2
読解力

 毎分120語以上の速度で物語文や
説明文などを読み、その概要を把
握できる。

 毎分120語程度の速度で物語文や
説明文などを読み、その概要を把
握できる。

 毎分120語程度の速度で物語文や
説明文などを読み、その概要を把
握できない。

評価項目3
専門的知識

文献の内容をよく理解し、詳しく
説明できる

文献の内容を理解でき、分かりや
すく説明できる

文献の内容を理解できず、分かり
やすく説明できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 生産デザイン工学特別研究Ⅰ、Ⅱのテーマに関係する英語の文献、論文などを読み、そのテーマの背景や関連する研究

について理解を深める。自身のテーマと他の研究事例を比較・分析する力を養う。

授業の進め方・方法 英語担当教員による英語文献講読に関する講義のほか、文献の内容と自身の研究テーマとの関連について、専門学科教
員、特別研究担当教員と議論する。

注意点
自学自習）　英語の文献について、最低限、指導教員が指示した範囲を予習すること。文献中の事象について、自主的
に参考文献を読むなどして、理解し、説明できるように努力すること
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
2週  英語科教員による英語文献講読の講義

3週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

4週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

5週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

6週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

7週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

8週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

2ndQ

9週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

10週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

11週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

12週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

13週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

14週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

15週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

16週 自身のテーマと他の研究の比較と議論 文献の内容を理解でき、分かりやすく説明できる。
指導教員との議論を通じて、達成度を評価する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

英語のつづりと音との関係を理解できる。 1
英語の標準的な発音を聴き、音を模倣しながら発声できる。 1
英語の発音記号を見て、発音できる。 1
リエゾンなど、語と語の連結による音変化を認識できる。 1



語・句・文における基本的な強勢を正しく理解し、音読すること
ができる。 2

文における基本的なイントネーションを正しく理解し、音読する
ことができる。 2

文における基本的な区切りを理解し、音読することができる。 2
中学で既習の1200語程度の語彙を定着させるとともに、2600語
程度の語彙を新たに習得する。 1

自分の専門に関する基本的な語彙を習得する。 1 前2
中学校で既習の文法事項や構文を定着させる。 1
高等学校学習指導要領に示されているレベルの文法事項や構文を
習得する。 2

英語運用能
力の基礎固
め

日常生活や身近な話題に関して、毎分100語程度の速度ではっき
りとした発音で話された内容から必要な情報を聞きとることがで
きる。

2

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を基本的な表
現を用いて英語で話すことができる。 3

説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き手に伝わる
ように音読ができる。 3

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報
を読み取ることができる。 2

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、
100語程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる。 4

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、実際の場
面で積極的にコミュニケーションを図ることができる。 4

毎分100語程度の速度で平易な物語文などを読み、その概要を把
握できる。 2

自分や身近なことについて100語程度の簡単な文章を書くことが
できる。 4

毎分120語程度の速度で物語文や説明文などを読み、その概要を
把握できる。 2

自分や身近なこと及び自分の専門に関する情報や考えについて、
200語程度の簡単な文章を書くことができる。 4

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 50 0 50 0 0 100
基礎的能力 0 50 0 50 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 国際社会学演習
科目基礎情報
科目番号 0097 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 「新・国際社会学 」梶田 孝道(名古屋大学出版会)
担当教員 白神 宏
到達目標
・世界で活躍するエンジニアとしての国際的資質を持つことができる。・世界と日本との国際情勢が理解できる。・国際的な宗教的背景につい
ての理解ができる。・民族そして国家の概念が理解でき、それを説明できる。・越境する社会の基礎的な理解ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
世界で活躍するエンジニアとして
の国際的資質を持つことができる
。

世界で活躍するエンジニアとして
の国際的資質を持つことがほぼで
きる。

世界で活躍するエンジニアとして
の国際的資質を持つことができな
い。

評価項目2 世界と日本との国際情勢が十分理
解できる。

世界と日本との国際情勢がほぼ理
解できる。

世界と日本との国際情勢が理解で
きない。

評価項目3 国際的な宗教的背景についての理
解が十分できる。

国際的な宗教的背景についての理
解がほぼできる。

国際的な宗教的背景についての理
解ができない。

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SD②  専攻分野の専門性に加え、他分野の知識も学習し、幅広い視野から問題点を把握できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SE①  歴史・文化・日本文学（国語）・外国語を学び、多様な文化を理解できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SF① 歴史・文化・社会に関する知識を持ち、それらを示すことができる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SF②  工業技術と社会・環境との関わりを理解し、社会・環境への効果と影響を説明できる。
教育方法等

概要
技術者、研究者として必要なグローバルイシューに関しての知識を身につけ、諸問題に関する自らの将来を踏まえた上
での考え方や社会へアプローチする能力を養う。現在起こっている諸問題について各人が考察を行いこれからの社会に
あり方について考えていくことを目的とする。

授業の進め方・方法
教科書、参考書を使うが、その都度起こる世界の諸問題もテーマとして発表を主体とした授業とする。世界情勢に関す
る講義のあと、学生自らの学びを経て、興味を持った問題を深く掘り下げ、フィールドワークも含めた研究を行う。そ
の上でプレゼンテーション、論文の作成および諸問題に関するディベートを行う。　　
各学生が興味あるテーマを選び、レジュメに基づく発表、レポート作成を義務づける。予習が必須である。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 国際社会学とは
2週 宗教と国家における現代的諸問題（１）
3週 宗教と国家における現代的諸問題（２）
4週 人種・民族・国家（１）
5週 人種・民族・国家（２）
6週 人種・民族・国家（３）
7週 人種・民族・国家（４）
8週 グローバル化とグローカル化（１）

2ndQ

9週 グローバル化とグローカル化（２）
10週 エスニシティナショナリズム
11週 国境を越える社会（１）
12週 国境を越える社会（２）
13週 日本における諸問題（１）
14週 日本における諸問題（２）
15週 日本における諸問題（３）
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 社会 地歴 日本を含む世界の様々な生活文化、民族・宗教などの文化的諸事

象について、歴史的または地理的観点から理解できる。 2

評価割合
発表 課題 参加 合計

総合評価割合 40 40 20 100
基礎的能力 40 40 20 100



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 知的財産
科目基礎情報
科目番号 0098 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 「民法」、小川富之著、八千代出版
担当教員 廣瀬 孝壽,白神 宏
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 知的財産権の取得について十分理
解できる。

知的財産権の取得についてほぼ理
解できる。

知的財産権の取得について理解で
きない。

評価項目2 知的財産権の侵害について十分理
解できる。

知的財産権の侵害についてほぼ理
解できる。

知的財産権の侵害について理解で
きない。

評価項目3 特許調査が十分できる。 特許調査がほぼできる。 特許調査ができない。
学科の到達目標項目との関係
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SD②  専攻分野の専門性に加え、他分野の知識も学習し、幅広い視野から問題点を把握できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SF① 歴史・文化・社会に関する知識を持ち、それらを示すことができる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SF②  工業技術と社会・環境との関わりを理解し、社会・環境への効果と影響を説明できる。
教育方法等

概要
以下の授業目的を達成するため、調査を中心とした授業を行う。
1.創造力を高めること。
2.創造した技術が既に存在しているかについて、調査すること。
3.創造した技術が特許権を取得できる可能性がある場合、特許権取得方法を学習すること。

授業の進め方・方法
発明に関する知識について学習することとなるので、以下の点に注意すること。
1.自分自身の創造力を高める方法について、論理的に分析すること。
2.知的財産制度に関する基礎知識を理解した上で、調査を行うこと。

注意点 特許調査を行い、レポートを作成する。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 知的財産の基礎（１） 知的財産権の取得、侵害など、基礎知識について学習
する。

2週 知的財産の基礎（２） 知的財産権の取得、侵害など、基礎知識について学習
する。

3週 知的財産の基礎（３） 知的財産権の取得、侵害など、基礎知識について学習
する。

4週 知的財産の基礎（４） 知的財産権の取得、侵害など、基礎知識について学習
する。

5週 知的財産の基礎（５） 知的財産権の取得、侵害など、基礎知識について学習
する。

6週 特許調査の基礎（１） 特許調査方法について学習する。
7週 特許調査の基礎（２） 特許調査方法について学習する。
8週 特許調査の基礎（３） 特許調査方法について学習する。

2ndQ

9週 特許調査練習（１） 実際に特許調査を行う。
10週 特許調査練習（２） 実際に特許調査を行う。
11週 特許調査練習（３） 実際に特許調査を行う。
12週 特許調査練習（４） 実際に特許調査を行う。
13週 特許調査練習（５） 実際に特許調査を行う。
14週 特許調査報告（１） 特許調査レポートを作成する。
15週 特許調査報告（２） 特許調査レポートを作成する。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 技術者倫理・法規
科目基礎情報
科目番号 0099 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 参考図書『科学技術と現代社会』上・下（池内了著、みすず書房、２０１４年）
担当教員 廣瀬 孝壽,安部 力
到達目標
1:現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会や自然環境に与える影響について理解できる。
2:社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技術のあり方についての様々な考え方について理解できる。
3:環境問題、資源・エネルギー問題、南北問題、人口・食糧問題といった地球的諸課題とその背景について理解できる。
4:国際平和・国際協力の推進、地球的諸課題の解決に向けた現在までの取り組みついて理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

現代科学の考え方や科学技術の特
質、科学技術が社会や自然環境に
与える影響について理解できる。

現代科学の考え方や科学技術の特
質、科学技術が社会や自然環境に
与える影響について理解し、より
良い解決方法を模索できる

現代科学の考え方や科学技術の特
質、科学技術が社会や自然環境に
与える影響について理解し、説明
できる

現代科学の考え方や科学技術の特
質、科学技術が社会や自然環境に
与える影響について理解できてい
ない。

社会や自然環境に調和し、人類に
とって必要な科学技術のあり方に
ついての様々な考え方について理
解できる。

社会や自然環境に調和し、人類に
とって必要な科学技術のあり方に
ついての様々な考え方について理
解した上で、そのより良い在り方
を模索できる

社会や自然環境に調和し、人類に
とって必要な科学技術のあり方に
ついての様々な考え方について理
解し説明できる

社会や自然環境に調和し、人類に
とって必要な科学技術のあり方に
ついての様々な考え方について理
解できていない

環境問題、資源・エネルギー問題
、南北問題、人口・食糧問題とい
った地球的諸課題とその背景につ
いて理解できる。

環境問題、資源・エネルギー問題
、南北問題、人口・食糧問題とい
った地球的諸課題とその背景につ
いて理解し、より良い解決方法を
模索できる。

環境問題、資源・エネルギー問題
、南北問題、人口・食糧問題とい
った地球的諸課題とその背景につ
いて理解し、説明できる。

環境問題、資源・エネルギー問題
、南北問題、人口・食糧問題とい
った地球的諸課題とその背景につ
いて理解できていない

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SC②  専攻分野の専門性に加え、他分野の知識も学習し、幅広い視野から問題点を把握できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SF① 歴史・文化・社会に関する知識を持ち、それらを示すことができる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SF②  工業技術と社会・環境との関わりを理解し、社会・環境への効果と影響を説明できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SF③  技術者としての役割と責任（倫理観）を認識し、説明できる。
教育方法等

概要
技術者倫理分野においては、技術者が直面する様々な現実的課題に対して、倫理的観点からの検討を加える素養を身に
つけ、且つ最適な課題解決方法を模索、提示できる視角を養い、実践できることを目的とする。
技術者法規分野においては、技術者の社会的責任について考察し、製造物責任法等の関連法規を学習することを目的と
する。

授業の進め方・方法

技術者倫理分野においては、 技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を理解し、社会における技術者の役割と責
任を説明でき、尚且つ自律した判断ができるために、主体的且つ能動的な学習姿勢を求める。
技術者法規分野においては、技術者を目指す者として、社会での行動規範としての法規遵守の必要性を理解し、問題へ
の適切な対応力を身に付けて、課題解決のプロセスを実践できるよう、法律を通して、事故防止策及び解決策を考える
学習姿勢を求める。

注意点 講義で紹介する課題やテーマについて、事前に調査をし、議論や考察を深められることを求める。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス：技術者倫理の倫理学的基礎（基本的視角
：功利主義、義務論、徳倫理学）

諸思想や諸宗教において、好ましい社会と人間のかか
わり方についてどのように考えられてきたかを理解で
きる。

2週 技術倫理の要請される社会的背景（国際的取り組みの
一環、ＡＢＥＴ、アジェンダ２１など）

国際平和・国際協力の推進、地球的諸課題の解決に向
けた現在までの取り組みついて理解できる。

3週 ケーススタディ１：フォードピント事件を事例に取っ
た検討

現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会
や自然環境に与える影響について理解できる。

4週 ケーススタディ２：ＮＡＳＡスペースシャトル事故を
事例に取った検討

現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会
や自然環境に与える影響について理解できる。

5週 ケーススタディ３：ソーラーブラインドを事例に取っ
た検討

環境問題、資源・エネルギー問題、南北問題、人口・
食糧問題といった地球的諸課題とその背景について理
解できる。

6週 ケーススタディ４：福島第一原子力発電所事故の検討
と国際社会に於ける原子力発電の在り方について

環境問題、資源・エネルギー問題、南北問題、人口・
食糧問題といった地球的諸課題とその背景について理
解できる。

7週 ケーススタディ４に関するグループワークと解法のプ
レゼンテーション

社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技
術のあり方についての様々な考え方について理解でき
る。

8週 今後の国際社会に於ける技術の在り方、その使用・開
発者である技術者が求められるものについて

社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技
術のあり方についての様々な考え方について理解でき
る。

4thQ

9週 法学基礎１：技術者の社会的責任について学習する 現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会
や自然環境に与える影響について理解できる。

10週 法学基礎２：現代社会とより良い法律の在り方につい
て学習する

現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会
や自然環境に与える影響について理解できる。

11週 法学基礎１：現代社会に於ける技術者と法律の在り方
について学習する

今日の国際的な政治・経済の仕組みや、国家間の結び
つきの現状とそのさまざまな背景について理解できる
。

12週 製造物責任法等関連法１：内容の説明と理解、その運
用実態

現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会
や自然環境に与える影響について理解できる。



13週 製造物責任法等関連法２：意義と問題点の指摘 現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会
や自然環境に与える影響について理解できる。

14週 製品事故事例１：こんにゃくゼリー事件の検討
社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技
術のあり方についての様々な考え方について理解でき
る。

15週 製品事故事例２：自動車事故を事例にした検討
社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技
術のあり方についての様々な考え方について理解でき
る。

16週 製品事故事例３：身近にあるトピックス（時事問題
）の検討

社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技
術のあり方についての様々な考え方について理解でき
る。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 社会

公民 諸思想や諸宗教において、好ましい社会と人間のかかわり方につ
いてどのように考えられてきたかを理解できる。 3 後1

地歴・公民

現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会や自然環境
に与える影響について理解できる。 3 後3,後

11,後12
社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技術のあり方
についての様々な考え方について理解できる。 3 後3,後8,後

13,後14
今日の国際的な政治・経済の仕組みや、国家間の結びつきの現状
とそのさまざまな背景について理解できる。 3 後8,後13

環境問題、資源・エネルギー問題、南北問題、人口・食糧問題と
いった地球的諸課題とその背景について理解できる。 3 後2,後3

国際平和・国際協力の推進、地球的諸課題の解決に向けた現在ま
での取り組みついて理解できる。 3 後3,後10

評価割合
試験 発表 レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 20 30 10 0 0 100
基礎的能力 40 20 30 10 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 科学技術英語演習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0061 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 滝本 隆,山本 一夫,横山 郁子,渡辺 眞一,久保川 晴美,中村 嘉雄
到達目標
1. 自然科学、工学等に関する自らの知識や経験を駆使して、英語で発表する際に必要な情報を収集することができる。
2. ポスター発表や口頭発表における英文を、文法的理解や専門語の適切な用法、表現を踏まえた上で作成できる。
3. ポスターやパソコンのスライド形式で、特別研究の成果をわかり易くまとめることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
自然科学、工学等に関する自らの
知識や経験を駆使して、英語で発
表する際に必要な情報を収集する
ことができる。

英語で発表する際に必要な情報を
収集することができる。

英語で発表する際に必要な情報を
収集することができない。

評価項目2
ポスター発表や口頭発表における
英文を、文法的理解や専門語の適
切な用法、表現を踏まえた上で作
成できる。

ポスター発表や口頭発表における
英文を作成できる。

ポスター発表や口頭発表における
英文を作成できない。

評価項目3
ポスターやパソコンのスライド形
式で、特別研究の成果をわかり易
くまとめることができる。

ポスターやパソコンのスライド形
式で、特別研究の成果をまとめる
ことができる。

ポスターやパソコンのスライド形
式で、特別研究の成果をまとめる
ことができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 英語の表現、文法事項などの運用とともに科学技術分野の技術者、研究者として必要な英語能力を学ぶ。

授業の進め方・方法 英語担当教員による英語の講義のほか、専門学科教員、特別研究担当教員による指導の下、学生は特別研究の成果を英
訳し、国際会議同様の口頭、ポスター発表の実践を通じて英語能力を育成する。

注意点 科学技術英語の表現や語彙、ポスターや口頭による英語プレゼンテーションについてこれまでに学んだことを確認し、
それらを活用してよりわかり易いプレゼンテーションや英文となるよう自ら推敲を重ねること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
2週 英語科教員による講義

3週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

4週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

5週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

6週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

7週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

8週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

4thQ

9週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

10週 特別研究成果の英訳文の作成 英語で発表する際に必要な情報を収集することができ
る。

11週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスター発表や口頭発表における英文を、文法的理解
や専門語の適切な用法、表現を踏まえた上で作成でき
る。

12週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスター発表や口頭発表における英文を、文法的理解
や専門語の適切な用法、表現を踏まえた上で作成でき
る。

13週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスター発表や口頭発表における英文を、文法的理解
や専門語の適切な用法、表現を踏まえた上で作成でき
る。

14週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスターやパソコンのスライド形式で、特別研究の成
果をわかり易くまとめることができる。

15週 特別研究成果の英語プレゼンテーションのためのポス
ター・スライド作成と発表準備

ポスターやパソコンのスライド形式で、特別研究の成
果をわかり易くまとめることができる。

16週 発表会
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

発表 レポート 活動評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 30 20 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0



専門的能力 50 30 20 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械材料応用工学
科目基礎情報
科目番号 0062 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「材料の強度と破壊の基礎」、金 允海著、ふくろう出版
担当教員 内田 武
到達目標
1. 材料の強化機構、材料破壊の分類と破断面形態を理解し、具体的事例を説明できる。
2. 破壊力学の基礎事項を理解し、基本的な応力拡大係数を計算できる。
3. 疲労破壊の基本事項を理解し、疲労寿命の整理方法、疲労き裂の発生機構などを説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
強化機構・破壊分類・破断面形態
を理解し、具体的事例を説明でき
る。

強化機構・破壊分類・破断面形態
を理解できる。

強化機構・破壊分類・破断面形態
を理解できない。

評価項目2 破壊力学の基礎を理解し、基本的
な応力拡大係数を計算できる。 破壊力学の基礎を理解できる。 破壊力学の基礎を理解できない。

評価項目3 疲労破壊の基本を理解し、疲労寿
命への影響因子を説明できる。 疲労破壊の基本を理解できる。 疲労破壊の基本を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
　構造物の大型化・使用環境の過酷化・軽量化などにより、「材料選択の重要性」は増大している。機械・金属技術者
にとっては、過酷な条件下で長期間の使用に耐えうる「強度とじん性に富んだ材料」の製造開発への期待は高まる一方
である。これらの問題に対応するために、応力や変形の問題だけではなく、材料の本質まで踏み込んで、変形特性・破
壊特性およびその関連事項の理解を深めるとともに、材料破壊のメカニズムについての基本的な知識を把握する。

授業の進め方・方法
　機械や構造物の部材として重要な金属材料を中心に、まず弾性変形における応力とひずみの関係を理解する。次に、
塑性変形、金属材料の強化メカニズム、新材料、破壊様式、破壊力学の基礎、疲労破壊へと進む。各人が十分に取組め
るように、テキスト内容・演習問題などを割り振り、学生諸君に回答・解説をしてもらい、ディスカッションを行う。

注意点 　受身の受講では理解が深まらないことを自覚しておいてほしい。また、授業内容に沿った演習や課題の配付を予定し
ているので、自発的な準備・取組みとともに、授業の復習を心掛けてほしい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、
材料の弾性挙動、二次元・三次元応力状態 材料の弾性挙動、一般の応力状態を理解する。

2週 主応力、平面応力と平面ひずみ、材料の塑性挙動、対
数ひずみ 材料の塑性挙動を理解する。

3週 金属の代表的結晶構造、ミラー指数 結晶構造を理解し、面と方向をミラー指数で表現する
。

4週 演習１（学生解説） 事前に調査・回答提出して、的確に解説する。
5週 点欠陥、線欠陥、すべり面、シュミットの法則 材料の欠陥、すべり面・方向を理解する。

6週 固溶強化、析出強化、結晶粒微細化強化、加工強化、
マルテンサイト強化 材料の基本的な強化機構を理解する。

7週 演習２（学生解説） 事前に調査・回答提出して、的確に解説する。
8週 後学期中間試験

4thQ

9週 後学期中間試験の返却・解答・解説

10週
学生割振り解説１：破壊の分類、延性破壊（理論的せ
ん断破壊強度）、ぜい性破壊（理論的へき開破壊強度
）

材料破壊の分類と破断面分類を理解し、説明する。

11週 学生割振り解説２：クリープ破壊、フラクトグラフィ
ー（巨視的、微視的、事例） 材料破壊の分類と破断面分類を理解し、説明する。

12週 応力集中、き裂先端の応力場、応力拡大係数、破壊じ
ん性

破壊力学の基礎事項を理解し、基本的な応力拡大係数
を計算する。

13週 演習３（学生解説）
小規模降伏、塑性域寸法

き裂先端の塑性域寸法の近似手法と小規模降伏条件を
理解する。

14週 疲労破壊、疲労試験法、低サイクル疲労と高サイクル
疲労、S-N曲線、塑性ひずみ幅

疲労破壊の基本事項を理解し、疲労寿命の整理方法を
理解する。

15週 疲労き裂の発生と伝播、切欠き効果、寸法効果、マイ
ナー則、疲労強度設計

疲労き裂の発生機構、疲労寿命への影響因子を理解す
る。

16週 定期試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 演習・課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 電気材料工学
科目基礎情報
科目番号 0063 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 本郷 一隆,油谷 英明,山内 幸治
到達目標
1.材料の種々の現象を分子・原子レベルのメカニズムに関連付けて理解することができる。
2.導電材料についての基礎的・一般的知識を学び,実際に導電材料が使われている状態を理解し適用することができる.
3.抵抗材料についての基礎的・一般的知識を学び,実際に抵抗材料が使われている状態を理解し適用することができる.また、金属抵抗、非金属抵
抗、薄膜抵抗の概要を述べることができる.
4.半導体材料についての基礎的・一般的知識を学び,デバイスが動作する原理を理解しその知識を適用・応用することができる.
5.絶縁材料についての基礎的・一般的知識を学び,絶縁の機能を理解し絶縁に関する簡単な不具合等に対して解決策を提示することができる.
6.磁性材料についての基礎的・一般的知識を学び,その知識を実際の応用製品の働きを理解し簡単な問題に対してはその知識を適用・応用するこ
とができる.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

材料の種々の現象の理解
分子・原子レベルのメカニズムに
関連付けて理解し，説明すること
ができる。

現象の説明ができる 現象の説明ができない

導電・抵抗・半導体材料が使われ
ている状態の理解

実際に導電材料が使われている状
態を理解し適用することができる.

実際に導電材料が使われている状
態を説明することができる.

実際に導電材料が使われている状
態を説明することができない.

絶縁・磁性体材料が使われている
状態の理解

実際に導電材料が使われている状
態を理解し適用することができる.

実際に導電材料が使われている状
態を説明することができる.

実際に導電材料が使われている状
態を説明することができない.

学科の到達目標項目との関係
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SB①  共通基礎知識を用いて、専攻分野における設計・製作・評価・改良など生産に関わる専門
工学の基礎を理解できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SB②  自主的・継続的な学習を通じて、専門工学の基礎科目に関する問題を解決できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SD②  専攻分野の専門性に加え、他分野の知識も学習し、幅広い視野から問題点を把握できる。
教育方法等

概要
原子・分子レベルの物性に基礎をおいた材料の電気的・磁気的性質の理解に力点を置く.次に、実用面から、各種半導体
材料、絶縁材料、磁気材料の一般的な性質と試験法を学習し、将来、電気機器・デバイスなどを設計していく際の材料
の適用・選択に関する基本的な知識・能力を醸成する.

授業の進め方・方法 講義形式で行い，レポートを課す．
注意点 本科で学習した数学,物理学,電気磁気学,化学の内容を理解しておくことが必要である.
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電気材料の基礎 1 物質の構造
2週 電気材料の基礎 2 導電現象について
3週 電気材料の基礎 3 誘電現象について
4週 導電材料1 導電材料について
5週 導電材料2 抵抗材料について
6週 半導体材料 1 半導体の性質,半導体の種類
7週 半導体材料 2 ダイオード,トランジスタ
8週 半導体材料 3 化合物半導体,光電材料

2ndQ

9週 絶縁材料1 絶縁材料の性質
10週 絶縁材料2 個体,液体,気体絶縁材料の実際基礎
11週 絶縁材料3 個体,液体,気体絶縁材料の実際
12週 磁気材料1 磁気材料の性質
13週 磁気材料2 磁心,磁石材料
14週 まとめ 最新の技術動向

15週 定期試験 ９～１４週までの内容を網羅した試験により授業内容
の理解の定着をはかる。

16週 定期試験内容についての解説 定期試験の内容を理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生物工学特論
科目基礎情報
科目番号 0064 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「指定なし(自作プリント、及びスライド)」
担当教員 水野 康平,前川 孝司,田上 英人
到達目標
本授業では、生物に関する最近の話題について文献(英文を含む)やニュースを解説していくことを通して新しい事例に基礎知識を活かして理解
できるようになることを目的とする。生命理論の基礎、生物の共生、環境生物学などについて解説する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 生物の一般的な定義を具体例を挙
げて生物学的に理解できる。

生物の一般的な定義を生物学的に
理解できる。

生物の一般的な定義を生物学的に
理解できない。

評価項目2
生物の定義を情報の複製と化学的
プロセスの集合として具体的な反
応を挙げて理解できる。

生物の定義を情報の複製と化学的
プロセスの集合として理解できる
。

生物の定義を情報の複製と化学的
プロセスの集合として理解できな
い。

評価項目3
人間と生物圏の関係(共生や病気
)を事例を挙げて生物学的に理解で
きる。

人間と生物圏の関係(共生や病気
)を生物学的に理解できる。

人間と生物圏の関係(共生や病気
)を生物学的に理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本授業では、生物に関する最近の話題について文献(英文を含む)やニュースを解説していくことを通して新しい事例に基
礎知識を活かして理解できるようになることを目的とする。生命理論の基礎、生物の共生、環境生物学などについて解
説する。

授業の進め方・方法 研究事例や総説的な内容（記事や論文）を取り上げて説明する。その中にある生物学的な問題を取り上げて議論する。
注意点 生物学の基礎があることが望ましいが、情報理論や化学一般の知識があれば受講可能である
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 生物学の歴史1

近現代生物学の歴史的基礎
19世紀の生物学
パスツールの生物発生説
ダーウィンの進化論
メンデルの遺伝の法則

2週 生物学の歴史2 20世紀の生物学
遺伝子工学

3週 生物学の歴史3 21世紀の生物学
クローン生物、ゲノム編集

4週 生命の定義と細胞1
代謝と複製について生物学的基礎
コンピューターの原理と生命の定義
セルオートマトン

5週 生命の定義と細胞2
代謝と複製について生物学的基礎
シミュレーションを用いた生命理論
自己触媒ネットワーク理論

6週 生命の定義と細胞3
遺伝子についての生物学的基礎
遺伝子工学と情報理論
分子進化学の基礎

7週 生命の定義と細胞4
遺伝子についての生物学的基礎
遺伝子工学と情報理論
分子進化学の基礎

8週 生命の定義と細胞5 代謝についての生物学的基礎
解糖系、TCA回路、電子伝達系

4thQ

9週 生命の定義と細胞6 代謝についての生物学的基礎
解糖系、TCA回路、電子伝達系

10週 生命の定義と細胞7 代謝についての生物学的基礎
解糖系、TCA回路、電子伝達系

11週 生命の定義と細胞8 代謝についての生物学的基礎
解糖系、TCA回路、電子伝達系

12週 人間と生物圏　感染症1 感染症について
ウイルスの構造と毒性

13週 人間と生物圏　感染症2 感染症について
細菌感染症

14週 人間と生物圏　物質生産1 微生物による有用物質生産について
抗生物質、生分解性プラスチックなど

15週 人間と生物圏　物質生産2 微生物による有用物質生産について
抗生物質、生分解性プラスチックなど

16週 定期試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計



総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 20 0 20
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 80 0 0 0 0 0 80



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 環境・熱エネルギー特論
科目基礎情報
科目番号 0065 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 山本 洋司,小清水 孝夫
到達目標
・対流熱伝達に関する基礎知識を説明できる。
・境界層に対する運動方程式およびエネルギー方程式を導出できる。
・燃焼反応の基礎を説明できる。
・熱と仕事の変換について、理論的に説明できる。
・環境を配慮した熱エネルギーの利用について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
対流熱伝達に関する基本事項を完
全に理解し、あらゆる応用問題を
解くことができる。

対流熱伝達に関する基本事項を理
解し、基本的な問題を解くことが
できる。

対流熱伝達に関する問題を解くこ
とができない。

評価項目2
境界層に対する運動方程式および
エネルギー方程式を白紙の状態か
ら完全に導出できる。

境界層に対する運動方程式および
エネルギー方程式を図や流出入す
る物理量が与えられれば導出でき
る。

境界層に対する運動方程式および
エネルギー方程式を導出できない
。

評価項目3 燃焼反応について説明でき、燃焼
計算やサイクルの計算ができる。

燃焼計算やサイクルの計算ができ
る。

燃焼計算やサイクルの計算ができ
ない。

評価項目4 燃焼排出物の生成機構および抑制
方法が説明できる。

燃焼排出物の生成機構が説明でき
る。

燃焼排出物の生成機構が説明でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 熱エネルギーは、機械工学、化学工学、環境工学などの多くの分野において、極めて重要なエネルギーの1つである。本

講義では、熱の基本原則やエネルギー・環境分野への適用について学習する。

授業の進め方・方法
熱力学、伝熱工学および熱機関工学に関する基礎知識をもっていることを前提に講義を進めるが、機械工学を修得して
いない学生にもわかるように日常的な物理現象を多く取り入れながら説明をする。必要な個所については、別に資料を
準備し説明する。

注意点 課題レポートは必ず提出のこと。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 学習の目的が理解できる。

2週 対流熱伝達の基礎 層流、乱流、対流熱伝達、粘性流の意味を説明できる
。

3週 平板に沿う層流境界層1 低流速の層流境界層に対する連続の式、運動量の式、
エネルギーの式を導出できる。

4週 平板に沿う層流境界層2 境界層の運動量積分方程式を導出し、速度分布を仮定
して速度境界層の厚さを求める式を導出できる。

5週 平板に沿う層流境界層3 境界層のエネルギー積分方程式を導出し、温度分布を
仮定して温度境界層の厚さを求める式を導出できる。

6週 平板に沿う層流境界層4
速度境界層および温度境界層の厚さから局所熱伝達率
、平均熱伝達率、局所ヌセルト数、平均ヌセルト数を
計算できる。

7週 演習問題（層流境界層の計算問題）
8週 ・中間試験

2ndQ

9週 ・燃焼についてのガイダンス
・燃料

・燃焼の定義について理解する。
・個体、液体、気体燃料の性質や用途について理解す
る。

10週 ・燃焼反応とその基礎 ・燃焼反応について理解し、説明できるようにする。
11週 ・燃焼の熱力学 ・燃焼計算ができるようにする。

12週 ・内燃機関 ・内燃機関の各種サイクルを理解し、計算できるよう
にする。

13週 ・燃焼排出物 ・燃焼排出物の生成機構を説明でき、抑制方法を答え
られる。

14週 ・次世代の燃焼技術 ・次世代の燃料や燃焼技術について説明できる。
15週 ・期末試験 ・9～14週目までの
16週 ・期末試験内容についての解説 ・期末試験の内容を理解する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100



分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 発変電工学
科目基礎情報
科目番号 0066 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 資料配布
担当教員 前川 孝司,田上 英人
到達目標
１）水力学・汽力発電所の熱サイクル・原子核反応によるエネルギー発生の基礎的な内容を理解し、それらに関する計算問題が解ける。
２）水車や水車発電機,ボイラや蒸気タービン,タービン発電機,原子炉のしくみに関する基礎的な内容を理解し、それらに関する計算問題が解け
る。
３）再生可能エネルギーや新しい発電方式に関する内容を理解し、特徴を説明できる。
４）エネルギーと環境問題の関連を理解し、その解決方法を考え、提案できる。
５）スマートグリッドの考え方について理解し、説明することが出来る。
６）配電・変電について理解し、説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
各種発電方式について理解し、計
算問題が解け、最適な発電方式に
ついて提案できる。

各種発電方式について理解し、計
算問題が解ける

各種発電方式の計算問題が解ける
が、その特徴や利点などを理解し
ていない

評価項目2
エネルギーと環境問題の関連を理
解し、その解決方法を考え、提案
し、経済性や環境性、安全性など
を既存のもとと比較検討ができる

エネルギーと環境問題の関連を理
解し、その解決方法を考え、提案
できる

エネルギーと環境問題の関連を理
解できず、解決方法を考えられな
い

評価項目3
スマートグリッドの考え方を理解
し、説明でき、どのようなことが
社会に必要とされるかを具体的に
提案できる。

スマートグリッドの考え方を理解
し、説明できる

スマートグリッドについて一部理
解はしているが説明できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
電気エネルギーの発電方法は、社会経済の動向、環境問題、人々の生活水準に密接しているため、この科目では特に「
発電」の分野を中心に学修することを目的とする。授業では、エネルギー変換の概念を述べた後、水力・火力・原子力
について、その基礎理論とシステムの構成要素について理解する。加えて、近年注目されている「再生可能エネルギー
」「スマートグリッド」など最近の電力分野の話題についても理解する。

授業の進め方・方法 テキストは使わず、必要に応じてパワーポイントの使用、プリントの配布を行いながら授業を進める。
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 エネルギー資源と発電 電気エネルギーと低炭素化社会実現との関連について
説明できる

2週 水力発電の基礎理論
ベルヌーイの定理などの水力学の基本公式を理解し、
水の位置エネルギーから落差・流量・理論出力を導く
ことができる

3週 水力発電所の種類と特徴 水力発電所の種類と特徴について説明できる

4週 水力発電所の設備・構造 水力発電の付随設備・水車・調速機などの役割につい
て説明できる

5週 火力（汽力）発電の基礎理論 熱力学とカルノーサイクル・ランキンサイクルを理解
し、火力発電におけるエネルギーの流れを説明できる

6週 火力（汽力）発電所の諸効率 熱効率・ボイラー効率・発電効率などの諸効率を各エ
ンタルピーから算出できる

7週 火力（汽力）発電所の種類と特徴 火力発電所の種類と特徴について説明できる

8週 火力（汽力）発電所の設備／構造・公害対策
火力発電所のボイラ・蒸気タービン・給水ポンプ・復
水器など火力発電所の設備の役割や公害対策などにつ
いて説明できる

2ndQ

9週 原子力発電の基礎理論 原子核分裂による質量欠損と結合エネルギーの放出に
ついて説明できる

10週 原子力発電所の設備／構造 加圧水型および沸騰水型軽水炉などの各構造・減速材
や吸収材による制御について説明できる

11週 原子力発電所の安全設備/核燃料サイクル/放射線管理 核分裂連鎖反応を維持するための条件から核燃料サイ
クルと原子炉安全設備について説明できる

12週 再生可能エネルギー１ 太陽光・太陽熱・風力発電の原理と特徴を理解し、世
界ならびに日本の動向について説明できる

13週 再生可能エネルギー２ 燃料電池・地熱・波力・潮力・MHD発電など・その他
の発電方式の原理と特徴を理解できる

14週 スマートグリッド
世界ならびに日本の現在の電力網について理解し、ス
マートグリッドの概念・目的・今後の動きについて理
解し、説明できる

15週 配電・変電 日本の配電・変電所について理解できる。
16週 試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合



試験 レポート 合計
総合評価割合 60 40 100
専門的能力 60 20 80
分野横断的能力 0 20 20



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 電磁アクチュエータ（機器）
科目基礎情報
科目番号 0067 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「電気機械工学」　天野　寛徳、常広　譲（電気学会）
担当教員 松本 圭司,田上 英人
到達目標
１．直流機の原理と構造を説明できる。
２．変圧器の原理と構造を説明できる。
３．誘導機の原理と構造を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
直流機の構造、原理、基本特性を
十分に理解しており、等価回路を
用いて諸量を計算することができ
る

直流機の原理から構造を説明でき
、基本的な特性を理解している

直流機の原理および構造を理解し
ていない

評価項目2
変圧器の構造、原理、基本特性を
十分に理解しており、等価回路を
用いて諸量を計算することができ
る

変圧器の原理から構造を説明でき
、基本的な特性を理解している

変圧器の原理および構造を理解し
ていない

評価項目3
誘導機の構造、原理、基本特性を
理解しており、等価回路を用いて
諸量を計算することができる

誘導機の原理から構造を説明でき
、基本特性を理解している

誘導機の原理および構造を理解し
ていない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 産業の基幹を構成する重要な要素である電気機器を電磁誘導を応用した電気エネルギーと機械エネルギーの相互変換器

として捉え、その原理、特性を理解することを主な目的とする。

授業の進め方・方法 電気-機械エネルギー変換の基礎原理より直流機、変圧器、誘導機および同期機の原理を説明し、それぞれの機器の特性
を理解できるようにする。また、等価回路を用いて各種の値の計算ができるようにする。

注意点 電気回路学、電気磁気学の知識を前提として講義を進めるため、基礎科目の理解を深めておくことが望ましい。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス（直流機とはどういうものか） 直流機がどのように使用されているのを理解できる
2週 電気-機械エネルギー変換 電磁力と電磁誘導について理解できる

3週 直流電動機の原理 主要構成要素のみの簡単なモデルを用いて直流電動機
の原理と構造が理解できる

4週 直流機のトルクと誘導起電力 回転子の構造からトルクと誘導起電力の式を導出する
ことができる。

5週 直流電動機の種類と構造 様々な直流電動機の構造とぞれぞれの特徴が理解でき
る

6週 様々な直流電動機の特性 主に他励、分巻、直巻電動機に対する速度特性および
トルク特性が基本式と共に理解できる

7週 直流機の損失と効率 直流電動機を始動する際に気をつけること、速度制御
を行う場合に重要となるパラメータが理解できる

8週 直流機の損失と効率 直流機に内在する損失の種類および直流機の効率の算
出法が理解できる

4thQ

9週 理想変圧器 変圧器に内在する損失およびそれらを除外した理想変
圧器を理解できる

10週 変圧器の等価回路 励磁回路や損失をどのように回路で表現するのかが理
解できる

11週 誘導機の原理 回転原理である誘導起電力および電磁力の発生を構造
とともに理解できる

12週 回転磁界の発生原理および計算方法 回転磁界の発生原理および数式による表現を理解でき
る

13週 誘導機の等価回路表示 等価回路における各素子の意味を捉え、例題を通じて
各種の計算ができる

14週 誘導機のトルク、損失などの算出 等価回路を用いてトルクや損失などの計算ができる

15週 定期試験 これまでの内容を網羅した試験により、授業内容の理
解の定着を図る。

16週 答案返却 定期試験の内容を理解する
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 化学熱力学
科目基礎情報
科目番号 0068 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 「Professional Engineer Library 物理化学」、PEL 編集委員会(福地賢治、山根大和、他) 著、実教出版 / 「化学熱力学
新訂版」、サイエンス社、 渡辺啓著　「演習 化学熱力学」、サイエンス社、 渡辺啓著

担当教員 山根 大和
到達目標
1. 内部エネルギー、エンタルピー、熱力学第一法則が理解できる。
2. エントロピー概念、熱力学第二法則、熱力学第三法則が理解できる。
3. 自由エネルギーと相転移の関係が理解できる。
4. 相図と相律の関係が理解できる。
5. 電極反応、電池反応、標準電池電位、平衡定数が理解できる。
6. 熱力学を化学への応用として活用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

内部エネルギー、エンタルピー、
熱力学第一法則が説明できる。
エントロピー概念、熱力学第二法
則、熱力学第三法則が説明できる
。

内部エネルギー、エンタルピー、
熱力学第一法則が理解できる。
エントロピー概念、熱力学第二法
則、熱力学第三法則が理解できる
。

内部エネルギー、エンタルピー、
熱力学第一法則が理解できない。
エントロピー概念、熱力学第二法
則、熱力学第三法則が理解できな
い。

評価項目2
自由エネルギーと相転移の関係が
説明できる。
相図と相律の関係が説明できる。

自由エネルギーと相転移の関係が
理解できる。
相図と相律の関係が理解できる。

自由エネルギーと相転移の関係が
理解できない。
相図と相律の関係が理解できない
。

評価項目3
電極反応、電池反応、標準電池電
位、平衡定数が説明できる。
熱力学を化学への応用として活用
できる。

電極反応、電池反応、標準電池電
位、平衡定数が理解できる。
熱力学を化学への応用として活用
できる。

電極反応、電池反応、標準電池電
位、平衡定数が理解できない。
熱力学を化学への応用として活用
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本講義では、化学への応用を念頭に置いて、それに必要なだけの熱力学を説明した後、これに反応を中心とする化学の
問題にいかに結び付けるか、いかに活用するかを、簡潔に解説する。物理化学の一分野である化学熱力学を学習するこ
とで、化学への応用を目的として熱力学の基本概念を身に付ける。

授業の進め方・方法
本科で学習した「物理化学」の熱力学の内容を理解しておくこと。テキストに従い章毎にポイントとなる例題の解説を
行い、反復演習を進めていく。例題及び課題は、単に解くだけではなく、自ら考え会得すること。理解度の確認のため
中間試験を実施する。数回、課題のレポート提出を求める。化学熱力学では、エンタルピー、エントロピー、ギブスエ
ネルギーの変化、平衡定数等を数値として取り扱うので、計算問題及び活用すべき数式に習熟すること。

注意点 熱力学の基本概念を十分に理解していること。
達成目標に対する理解度を下記の評価方法で総合評価し、60点以上を合格とする。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 熱力学とは ・熱力学とは
2週 熱力学第1 法則 ・内部エネルギー変化の計算
3週 熱力学第1 法則 ・標準生成エンタルピー
4週 熱力学第2法則 ・可逆熱機関の仕事効率
5週 熱力学第2法則 ・カルノーサイクル
6週 エントロピー ・エントロピー
7週 エントロピー ・不可逆変化とエントロピー
8週 中間試験

2ndQ

9週 自由エネルギーと純物質の相平衡 ・自由エネルギーの計算
10週 自由エネルギーと純物質の相平衡
11週 多成分系の相平衡 ・相平衡
12週 溶液の熱力学 ・部分モル量

13週 化学平衡 ・平衡定数の計算
・平衡定数の温度依存性

14週 電解質溶液と電池 ・電解質溶液
・ 起電力の計算

15週 定期試験
16週 答案返却、解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 0 40 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 0 40 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 グリーンエネルギー
科目基礎情報
科目番号 0069 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「図解　新エネルギーのすべて　改訂3 版」、化学工学会SCE・Net 著、丸善出版 / 「自作配布プリント」
担当教員 山根 大和
到達目標
1. 太陽光電池、二次電池、水素貯蔵技術、燃料電池、バイオエネルギー、スマートグリッドなどの新しいエネルギー技術の現状を理解できる。
2. エネルギー科学と技術の現状を概観し、未来のエネルギーシステムについて展望できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

太陽光電池、二次電池、水素貯蔵
技術、燃料電池、バイオエネルギ
ー、スマートグリッドなどの新し
いエネルギー技術の現状を説明で
きる。

太陽光電池、二次電池、水素貯蔵
技術、燃料電池、バイオエネルギ
ー、スマートグリッドなどの新し
いエネルギー技術の現状を理解で
きる。

太陽光電池、二次電池、水素貯蔵
技術、燃料電池、バイオエネルギ
ー、スマートグリッドなどの新し
いエネルギー技術の現状を理解で
きない。

評価項目2
エネルギー科学と技術の現状を概
観し、未来のエネルギーシステム
について展望できる。

エネルギー科学と技術の現状を概
観し、未来のエネルギーシステム
について展望できる。

エネルギー科学と技術の現状を概
観し、未来のエネルギーシステム
について展望できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

グリーンエネルギーとは、電気や熱を生み出しても、二酸化炭素や窒素酸化物などの有害物質を排出しない、あるいは
排出が極めて少ないエネルギーのことで、太陽光、水力、風力、地熱、天然ガスなどが該当します。本講義では、太陽
光発電、燃料電池などの発電技術、二次電池などの電力貯蔵技術、さらにエネルギーキャリアーとしての水素の製造技
術などについて詳述する。原子力や火力などの大型の既存技術と新エネルギー源とを定量的に比較できる能力を身につ
けることを目指す。また、バイオエネルギーやスマートグリッドなど、クリーンで持続可能なエネルギーシステムとし
て期待されている、未来型のエネルギーシステムを展望するのに必要な高度な知識を取得させることを目的とする。

授業の進め方・方法

本科で学習した「物理化学」の熱力学の内容を理解しておくこと。太陽光電池、二次電池、水素貯蔵技術、燃料電池、
バイオエネルギー、スマートグリッドなどの新しいエネルギー技術の現状を、火力や原子力などの既存技術と定量的に
比較検討しながら論述する。
数回、課題のレポート提出を求める。エネルギー科学と技術の現状を概観し、未来のエネルギーシステムについて展望
できる能力を養う。

注意点
エネルギー科学と技術の現状を概観し、未来のエネルギーシステムについて展望できる基本概念を十分に理解している
こと。
達成目標に対する理解度を下記の評価方法で総合評価し、60 点以上を合格とする。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 趣旨説明と講義計画 グリーンエネルギー概論
2週 太陽光発電技術の現状と展望     （1） 太陽光発電技術の現状と展望
3週 太陽光発電技術の現状と展望     （2） 太陽光発電技術の現状と展望
4週 風力発電技術の現状と展望
5週 二次電池の現状と展望 二次電池の現状と展望
6週 燃料電池技術の現状と展望       （1） 燃料電池技術の現状と展望
7週 燃料電池技術の現状と展望          （2） 燃料電池技術の現状と展望
8週 水素貯蔵技術の現状と展望       （1） 水素貯蔵技術の現状と展望

4thQ

9週 人工光合成 人工光合成
10週 バイオマスエネルギー
11週 熱エネルギー利用技術の現状と発展 熱エネルギー利用技術の現状と発展
12週 スマートグリッドシステムの現状と展望   （1） スマートグリッドシステムの現状と展望
13週 スマートグリッドシステムの現状と展望   （2） スマートグリッドシステムの現状と展望
14週 未来型エネルギーシステム 未来型エネルギーシステム
15週 定期試験
16週 答案返却、解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 0 40 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 0 40 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生産プロセス工学
科目基礎情報
科目番号 0070 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 浅尾 晃通,寺井 久宣
到達目標
本科で学習した「工作実習」、「機械工作法」、「機械加工学」、「精密加工」を基礎として、それらを総合して応用することができる。
機器の設計時に加工精度、加工能率を考慮した設計ができる。
製品の機能、精度を考慮しCADによる設計ができる。
加工現象を考慮して、適切な工具経路が生成できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
ものづくりの歴史、産業革命時の
ものづくりの在り方などの概要を
理解でき、的確な内容でまとめ、
説明できる

ものづくりの歴史、産業革命時の
ものづくりの在り方などの概要を
理解でき、その内容をまとめるこ
とができる

ものづくりの歴史、産業革命時の
ものづくりの在り方などの概要を
理解でき、概要的に説明できる

評価項目2
生産工程、物流、生産活動とこれ
らの技術について理解でき、的確
な内容でまとめ、説明できる

生産工程、物流、生産活動とこれ
らの技術について理解でき、その
内容をまとめることができる

生産工程、物流、生産活動とこれ
らの技術について理解でき、概要
的に説明できる

評価項目3
生産活動、技術情報と物流の関係
を理解し、的確な内容でまとめ、
説明できる

生産活動、技術情報と物流の関係
を理解し、その内容をまとめるこ
とができる

生産活動、技術情報と物流の関係
を理解し、概要的に説明できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

ものづくりを「設計」、「加工」、「検査」の観点からとらえ、ただ単に生産加工技術の現状技術を講義するだけでな
く、過去の加工技術と最先端の加工技術との関連を解説し、これからの加工技術(ものづくり)の指針を学習する。
講義では、大量生産の代名詞である「金型」や精密機能部品である「軸受」「歯車」、これらを組合せた自動車の生産
技術を理解する。また、身近にある製品を例に上げ、その製造工程を自ら考え、文献やインターネットを使って調査す
る。

授業の進め方・方法

机上だけでは理解が困難な精密機械加工(軸受けの製造工程など)や機械加工技術の集約である金型について、設計
(CAD)から加工(CAM)までを講義する。
また、課題に沿って3次元CADによる形状設計からCAMによる工具経路生成、さらにはDNCを利用した形状加工までを
実習する。
さらに、外国人研究者による英語での講義・ディスカッションがあり、国際学会での発表を前提とした心構えも学習す
る。

注意点 シラバスに沿った、事前学習・事後学修を行うこと
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス：シラバス説明、授業スケジュール、
2週 自動車の製造技術（１） 過去の自動車の製造技術を理解し、説明できる
3週 自動車の製造技術（２） 現在の自動車の製造技術を理解し、説明できる
4週 生産技術の歴史（１） 未来の自動車の製造技術を説明できる

5週 生産技術の歴史（２） 過去の生産技術の歴史を通して、生産技術の基礎を理
解し、説明できる

6週 生産技術の歴史（３） 現在の生産技術から基礎的な製造技術の説明ができる

7週 外国人講師特別講義 外国人講師による英語の授業を通して、英語でのコミ
ュニケーション能力を身につける

8週 歯車の製造行程（１） 歯車の設計から製造法（創成歯切り、成形歯切り）を
理解し、説明できる

2ndQ

9週 歯車の製造行程（２） 最新の歯車製造法について理解し、説明できる
10週 軸受の製造工程（１） 軸受の構造・用途を理解し、説明できる
11週 軸受の製造工程（２） 軸受の製造法を理解し、説明できる
12週 金型について 金型の構造・特徴を理解し、説明できる

13週 金型用ＣＡＤ／ＣＡＭ演習（１） CADによる金型成形を前提とした製品設計を説明でき
る

14週 金型用ＣＡＤ／ＣＡＭ演習（２） CAMを使った工具経路生成を理解し、説明できる
15週 定期試験
16週 試験返却

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

行列の定義を理解し、行列の和・差・スカラーとの積、行列の積
を求めることができる。 3

行列の和・差・数との積の計算ができる。 3
行列の積の計算ができる。 3
逆行列の定義を理解し、2次の正方行列の逆行列を求めることが
できる。 3

行列式の定義および性質を理解し、基本的な行列式の値を求める
ことができる。 3



線形変換の定義を理解し、線形変換を表す行列を求めることがで
きる。 3

合成変換や逆変換を表す行列を求めることができる。 3
平面内の回転に対応する線形変換を表す行列を求めることができ
る。 3

独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確
率を理解し、簡単な場合について、確率を求めることができる。 3

条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単
な場合について確率を求めることができる。 3

1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差を求めること
ができる。 3

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 40 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 計算知能工学
科目基礎情報
科目番号 0071 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「ニューロコンピュータの基礎 」中野 馨(コロナ社)
担当教員 吉野 慶一
到達目標
生体情報工学における神経回路網の研究を背景に,神経回路網の工学的応用について学ぶ。現在広く利用されているノイマン型コンピュータは情
報の直列処理を基本としている。一方,並列分散処理を行う非ノイマン型では,脳の情報処理をまねたニューロコンピューティングがある。ここで
は基礎となった脳と,その構成要素である神経細胞の工学的モデルや,工学モデルをネットワーク化して情報処理に応用する様々な手法について学
ぶ。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 神経細胞の構造と機能、神経細胞
の工学モデルが説明できる。

神経細胞の構造と機能、神経細胞
の工学モデルが理解できる。

神経細胞の構造と機能、神経細胞
の工学モデルが理解できない。

評価項目2 パーセプトロンとバックプロパゲ
ーション説明できる。

パーセプトロンとバックプロパゲ
ーション理解できる。

パーセプトロンとバックプロパゲ
ーション理解できない。

評価項目3 Hopfieldニューラルネットワーク
を設計できる。

Hopfieldニューラルネットワーク
の動作が説明できる。

Hopfieldニューラルネットワーク
の動作が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
まず神経回路網研究の歴史的経緯について簡単に学ぶ。次に脳の生理学的知見について簡単に紹介し,神経細胞のモデル
について学ぶ。工学的応用例としてパーセプトロン,バックプロパゲーション,及びHopfieldニューラルネットワークにつ
いて学び,応用についても例を紹介する(巡回セールスマン問題,バックプロパゲーションの応用等)。

授業の進め方・方法 基本的に講義の予習と復習に自学自習時間をあてる事。講義では神経生理学関連の内容が含まれるので,この分野におけ
る初歩的な事柄については予習をしておく事を進める。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ・ガイダンス（シラバスの説明等）
・講座内容の概要 ・脳の構造と機能

2週 ・脳の構造と機能 ・神経系が理解できる。

3週 ・小脳の構造と機能
・大脳の構造と機能 ・小脳と大脳の構造と機能が理解できる。

4週 ・神経細胞の構造と機能 ・神経細胞単体の構造と機能が理解できる。
5週 ・シナプス結合 ・シナプス結合が理解できる。
6週 ・神経細胞のモデル化 ・神経細胞の数学モデルが理解できる。
7週 ・可塑性のモデル化 ・可塑性のモデル化が理解できる。
8週 ・パーセプトロン ・パーセプトロンが理解できる。

2ndQ

9週 ・学習則と収束定理 ・学習則と収束定理が理解できる。
10週 ・3層パーセプトロン ・3層パーセプトロンが理解できる。
11週 ・バックプロパゲーション ・バックプロパゲーションが理解できる。
12週 ・バックプロパゲーション ・バックプロパゲーションの学習法が理解できる。
13週 ・Hopfieldニューラルネットワーク ・Hopfieldニューラルネットワークが理解できる。

14週 ・Hopfieldニューラルネットワークの応用（ナップサ
ック問題、クリーク問題）

・ナップサック問題、クリーク問題を解くネットワー
クが理解できる。

15週 ・Hopfieldニューラルネットワークの応用（巡回セー
ルスマン問題）

・巡回セールスマン問題を解くネットワークが理解で
きる。

16週 ・定期試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 コンピュータ制御論
科目基礎情報
科目番号 0072 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 ディジタル制御の講義と演習、中溝高好超、日新出版
担当教員 添田 滿
到達目標
・Z変換、逆Z変換ができる。
・対象の離散時間モデルを求めることができる。
・離散時間系の応答を求め特性を解析することができる。
・離散時間制御システムの等価変換と構造解析ができる。
・基礎的な離散時間制御系の設計ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 任意の離散時間系の応答をいろい
ろな方法で求めることができる。

代表的な離散時間系の応答計算が
できる。 応答計算ができない。

評価項目2 任意の系の状態フィードバックゲ
インを設定できる

可制御正準形の状態フィードック
ゲインを設定することがができる 局配置問題が解けない

評価項目3
状態観測器を状態フィードバック
制御と組み合わせることができる
。

状態観測器の観測ゲインを設計で
きる。 状態観測器を理解していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
家電製品、自動車、ロボットなどいろいろな機械・装置の制御系では、コンピュータを組み込みディジタル制御が広く
利用されるようになっている。ここでは、ディジタル制御を行うためのシステムの離散時間系の記述から、離散時間制
御系の設計までの基本的事項を習得する。

授業の進め方・方法 連続時間系における古典制御理論の基礎は習得しているものとして講義をスタートする。アナログ制御と対比しながら
、ディジタル制御論の講義を行う。ラプラス変換、古典制御理論、行列論については理解を深めておくこと。

注意点 授業で学んだ内容を各自テキストの例題・問題を解くことにより復習し、理解を深めること。宿題として出された演習
課題は解答を提出する。提出した課題も評価対象とする。また、教科書を見て次回の予習をしておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 離散時間システム制御系の概念 サンプラーとＡ/Ｄ変換、ホールドとＤ/Ａ変換、アン
プリング定理が説明できる。

2週 ｚ変換法 ｚ変換の定義・性質を用いて、関数列のｚ変換ができ
る。

3週 ｚ変換法 逆ｚ変換の計算ができる。

4週 連続時間システムの離散化 連続時間系の伝達関数、状態方程式を離散化すること
ができる。

5週 離散時間系システム応答 過渡応答、周波数応答を計算することができる。フィ
ードバック系の定常偏差を算出できる。

6週 離散時間システムの安定性 離散時間系の安定条件を導き、安定判別ができる。

7週 離散時間システムの可制御・可観測性 可制御可観測性の意味を理解し、それぞれを調べるこ
とができる。

8週 中間試験

4thQ

9週 試験解説
システムの等価変換

一般の状態方程式表現を可制御正準形、可観測正準形
に等価変換できる

10週 極配置問題 状態フィードバック制御のフィードバックゲインを局
配置問題により求めることができる。

11週 状態観測器
状態観測機の意味を説明できる。観測機ゲインを決定
できる。状態観測機と状態フィードバック制御を組み
合わせた制御系を設計できる。

12週 外国人講師の英語による講義 アクチュエータに関する英語の講義内容を理解できる
。

13週 外国人講師の英語による講義 制御系設計に関する英語の講義内容を理解できる。
14週 PID制御 ディジタルPID制御器の構造と意味を説明できる。
15週 定期試験
16週 定期試験の解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 制御

伝達関数を用いたシステムの入出力表現ができる。 4
ブロック線図を用いてシステムを表現することができる。 4
システムの過渡特性について、ステップ応答を用いて説明できる
。 4

システムの定常特性について、定常偏差を用いて説明できる。 4
システムの周波数特性について、ボード線図を用いて説明できる
。 4

フィードバックシステムの安定判別法について説明できる。 4



評価割合
試験 演習課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 量子材料学
科目基礎情報
科目番号 0073 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 【教科書】「量子物理」，森伸也 編著，オーム社 (978-4-274-21289-5)
担当教員 松嶋 茂憲
到達目標
1.量子力学の基礎を理解できる。
2.バンド理論の基礎を理解できる。
3.固体電子論の基礎を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 量子力学の基礎を理解し、説明で
きる。 量子力学の基礎を理解できる。 量子化学基礎を理解できない。

評価項目2 バンド理論の基礎を理解し、説明
できる。 バンド理論の基礎を理解できる。 バンド理論の基礎を理解できない

。

評価項目3 固体電子論の基礎を理解し、説明
できる。 固体電子論の基礎を理解できる。 固体電子論の基礎を理解できない

。
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
物質及び材料の構造や物性は、すべて電子の振舞いによって支配されている。現代の材料設計や開発は微視的レベルで
制御されており、固体構造やその機能を理解するためには、量子力学に基づいた理解が不可欠である。本授業では、量
子力学の基礎，バンド理論の基礎，固体電子論の基礎について講義する。

授業の進め方・方法 量子材料学では、初等的でない物理学や数学を扱う機会が多い。納得した理解を得るために、教科書記載の数式の導出
や量子数学に関する練習問題を解く。

注意点 量子材料学では、本科で履修した数学的内容以外に、群論，特殊関数やフーリエ変換等の知識も不可欠である。少なく
とも、本科で履修した数学，物理学，理論化学をよく復習しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 シュレディンガー方程式 量子力学の基礎を理解できる。
2週 シュレディンガー方程式 量子力学の基礎を理解できる。
3週 交換関係と不確定性原理 量子力学の基礎を理解できる。
4週 井戸形ポテンシャル 量子力学の基礎を理解できる。
5週 トンネル効果 量子力学の基礎を理解できる。
6週 調和振動子と格子振動 量子力学の基礎を理解できる。
7週 摂動論と変分法 量子力学の基礎を理解できる。
8週 量子力学の基礎のまとめ 量子力学の基礎を理解できる。

4thQ

9週 ブロッホの定理 バンド理論の基礎を理解できる。
10週 クローニッヒ・ペニーモデル バンド理論の基礎を理解できる。
11週 バンド計算法の基礎１ バンド理論の基礎を理解できる。
12週 バンド計算法の基礎２ バンド理論の基礎を理解できる。
13週 フェルミ・ディラック統計と状態密度 固体電子論の基礎を理解できる。
14週 電子輸送現象 固体電子論の基礎を理解できる。
15週 電子と光の相互作用 固体電子論の基礎を理解できる。
16週 定期試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 環境制御工学
科目基礎情報
科目番号 0074 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 浜松 弘
到達目標
1. PID 制御の各特性を説明できる。SA①SB②SD①②
2. 制御系の周波数特性について説明できる。SA①SB②SD①②
3. 安定判別法を用いて制御系の安定・不安定を判別できる。SA①SB②SD①②
4. 極配置制御設計、2自由度制御設計が理解できる。SA①SB②SD①②
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 PIDのそれぞれのボード線図を描き
、特徴を説明できる。

P(比例)、Ｉ(積分)、D(微分)の特
徴を説明できる。

フィードバック制御について理解
している。

評価項目2 ボード線図をみて、特性を説明で
きる。 ボード線図を描くことができる。 振幅・位相と実部・虚部の関係を

説明できる。

評価項目3 安定判別法の意味を理解し、説明
できる。 様々な安定判別法を説明できる。 安定判別法によって安定判別でき

る。

評価項目4 極配置設計、2自由度制御の設計が
できる。

極配置設計、２自由度制御の式で
説明ができる。

極配置設計、２自由度制御の説明
ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本授業では、制御における物理的意味と、機械・電気・化学工学における制御応用と設計について理解すること
を目的とする。授業では、環境エネルギー問題に対応するプロセス制御・サーボのフィードバック制御について,PID制
御,位相遅れ・進み補償,極配置設計,フィードフォワード制御,2自由度制御の設計法について講義と演習を行う。

授業の進め方・方法 制御設計をするための理論を修得するための講義を行う。数学の基礎知識、微分方程式、機械の運動方程式などの基礎
理論が必要である。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 フィードバック制御の概要 フィードバック制御を説明できる。

2週 比例制御の特徴と役割
ロボット制御への応用 比例制御の意味を説明できる。

3週 比例積分制御の特徴と役割
ロボット制御への応用 比例積分制御の意味を説明できる。

4週 比例微分制御の特徴と役割
ロボット制御への応用 比例微分制御の意味を説明できる。

5週 特性方程式と極 特性方程式と極の意味を説明できる。

6週 安定判別 安定判別の意味を説明でき、いくつかの方法で判別で
きる。

7週 零点の役割 零点の意味を説明できる。
8週 中間試験

4thQ

9週 内部安定
極零点消去

内部安定の説明ができる。極零点消去と内部安定の関
係を説明できる。

10週 極配置設計 極配置設計ができる。
11週 フィードフォワード制御 フィードフォワード制御の役割を説明できる。
12週 2自由度制御の設計法 ２自由度制御の設計ができる。
13週 課題内容の解説 課題内容を理解できる。
14週 課題についての調査 課題内容について調査ができる。
15週 課題調査内容の発表 口頭発表ができる。
16週 学年末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 制御

伝達関数を用いたシステムの入出力表現ができる。 5 後1
ブロック線図を用いてシステムを表現することができる。 5 後1,後2
システムの過渡特性について、ステップ応答を用いて説明できる
。 5 後7

システムの定常特性について、定常偏差を用いて説明できる。 5 後3
システムの周波数特性について、ボード線図を用いて説明できる
。 5 後2,後3,後

4

フィードバックシステムの安定判別法について説明できる。 5 後5,後6,後
9,後10

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生産設計工学
科目基礎情報
科目番号 0076 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 （資料）CAD利用者技術者試験三次元公式ガイドブック（日経BP社）
担当教員 入江 司
到達目標
１．三次元CADリテラシーを理解できる
２．空間把握能力を理解できる
３．二次元図面から作図することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1　三次元CADリテラシー
を理解できる

三次元CADリテラシーを理解でき
る

三次元CADリテラシーを少し理解
できる

三次元CADリテラシーを理解でき
ない

評価項目2　空間把握能力を理解で
きる 空間把握能力を理解できる 空間把握能力を少し理解できる 空間把握能力を理解できない

評価項目3　二次元図面から作図す
ることができる

二次元図面から作図することがで
きる

二次元図面から作図することが少
し理解できる

二次元図面から作図することがで
きない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 現在企業の設計活動では，コンカレントエンジニアリングが推奨されているが，その根幹であるデジタルエンジニアリ

ングの基礎が三次元CADである．生産設計工学では，この三次元CADを十分にりかいする．

授業の進め方・方法 過去の三次元CAD検定試験の問題（公開してある）を課題として，各自課題に取り組む．各課題ともかなりレベルが高
いところは，教授する．

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 三次元CADの基本操作の復習（１） 三次元CADの基本操作ができる
2週 三次元CADの基本操作の復習（２） 三次元CADの基本操作ができる
3週 三次元CADの基本操作の復習（３） 三次元CADの基本操作ができる

4週 文章によるモデリング手順に従ってのモデリング
（１）

文章によるモデリング手順に従ってのモデリングがで
きる

5週 文章によるモデリング手順に従ってのモデリング
（２）

文章によるモデリング手順に従ってのモデリングがで
きる

6週 文章によるモデリング手順に従ってのモデリング
（３）

文章によるモデリング手順に従ってのモデリングがで
きる

7週 文章によるモデリング手順に従ってのモデリング
（４）

文章によるモデリング手順に従ってのモデリングがで
きる

8週 投影図，展開図より部品を作成し，空間把握能力を身
に付ける（１）

投影図，展開図より部品を作成し，空間把握能力が理
解できる

2ndQ

9週 投影図，展開図より部品を作成し，空間把握能力を身
に付ける（２）

投影図，展開図より部品を作成し，空間把握能力が理
解できる

10週 投影図，展開図より部品を作成し，空間把握能力を身
に付ける（３）

投影図，展開図より部品を作成し，空間把握能力が理
解できる

11週 投影図，展開図より部品を作成し，空間把握能力を身
に付ける（４）

投影図，展開図より部品を作成し，空間把握能力が理
解できる

12週 二次元図面より，機械部品を作成（１） 二次元図面より，機械部品を作成することができる
13週 二次元図面より，機械部品を作成（２） 二次元図面より，機械部品を作成することができる
14週 二次元図面より，機械部品を作成（３） 二次元図面より，機械部品を作成することができる
15週 二次元図面より，機械部品を作成（４） 二次元図面より，機械部品を作成することができる
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

課題 提出 提出期限 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 30
専門的能力 30 20 20 0 0 0 70
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 オプトエレクトロニクス
科目基礎情報
科目番号 0077 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配布プリント
担当教員 福澤 剛,油谷 英明
到達目標
1.光エレクトロニクスデバイスの原理・構造・使用方法などの特徴を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
光エレクトロニクスデバイスの原
理・構造・使用方法などの特徴を
説明できる。データシートを読み
解くことができる。

光エレクトロニクスデバイスの原
理・構造・使用方法などの特徴を
説明できる。

光エレクトロニクスデバイスの原
理・構造・使用方法のうち、いず
れかが説明できない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SA①  数学・物理・化学などの自然科学、情報技術に関する共通基礎を理解できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SA②  自主的・継続的な学習を通じて、共通基礎科目に関する問題を解決できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SB①  共通基礎知識を用いて、専攻分野における設計・製作・評価・改良など生産に関わる専門
工学の基礎を理解できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SB②  自主的・継続的な学習を通じて、専門工学の基礎科目に関する問題を解決できる。
専攻科課程教育目標、JABEE学習教育到達目標 SD②  専攻分野の専門性に加え、他分野の知識も学習し、幅広い視野から問題点を把握できる。
教育方法等
概要 各種受発光素子やレーザダイオードなど、半導体による光エレクトロニクスデバイスに関する原理・構造・使用方法な

どの特徴について学ぶ。
授業の進め方・方法 配布プリントを用いて授業を行う。
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 半導体の基礎 半導体の基礎知識を確認する。

2週 半導体のエネルギーバンド図 直接・間接遷移型半導体の特徴とバンド図を理解する
。

3週 化合物半導体 化合物半導体の種類と特徴を理解する。

4週 レーザの発振原理 反転分布、誘導放出等レーザ発振に必要な現象を理解
する。

5週 同上 同上
6週 半導体レーザ 半導体レーザの発振原理を理解する。

7週 半導体レーザの回路 半導体レーザの回路を測定し、半導体レーザに対する
理解を深める。

8週 中間試験

2ndQ

9週 答案返却、解説
10週 光ディスク 半導体レーザの応用機器の特徴を理解する。
11週 LED 各種LEDの特徴を理解する。
12週 ディスプレイ LCDディスプレイなどの特徴を理解する。

13週 各種受光素子 フォトダイオード、フォトトランジスタ、アバランシ
ェフォトダイオード等の特徴を理解する。

14週 イメージセンサ CCDやCMOSイメージセンサの原理・特徴を理解する
。

15週 期末試験
16週 答案返却、解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 電子工学

電子の電荷量や質量などの基本性質を説明できる。 5 前5
エレクトロンボルトの定義を説明し、単位換算等の計算ができる
。 5 前5

真性半導体と不純物半導体を説明できる。 5 前2
半導体のエネルギーバンド図を説明できる。 5 前2

評価割合
試験 発表 課題への取組 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 30 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 30 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 量子物理化学
科目基礎情報
科目番号 0079 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 【教科書】「量子化学 - 基礎からのアプローチ」, 化学同人, 真船文隆 著, 【参考書】「量子化学入門(上)」, 化学同人,
米沢貞治郎他著, 「初等量子化学」, 化学同人, 大岩正芳 著

担当教員 松嶋 茂憲
到達目標
1. 1次元波動方程式を解くことができる。
2. 水素原子に関する線ｽﾍﾟｸﾄﾙとﾎﾞｰｱﾓﾃﾞﾙの関係を理解することができる。
3. 多電子原子の電子配置と周期律を理解することができる。
4. 重なり積分，クーロン積分、共鳴積分を理解することができる。
5. 量子化学に基づいて分子の運動を理解することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 1次元波動方程式を解くことができ
、応用できる。

1次元波動方程式を解くことができ
る。

1次元波動方程式を解くことができ
ない。

評価項目2
水素原子に関する線ｽﾍﾟｸﾄﾙとﾎﾞｰｱﾓ
ﾃﾞﾙの関係を理解することができ、
応用できる。

水素原子に関する線ｽﾍﾟｸﾄﾙとﾎﾞｰｱﾓ
ﾃﾞﾙの関係を理解することができる
。

水素原子に関する線ｽﾍﾟｸﾄﾙとﾎﾞｰｱﾓ
ﾃﾞﾙの関係を理解することができな
い。

評価項目3
多電子原子の電子配置と周期律を
理解することができ、応用できる
。

多電子原子の電子配置と周期律を
理解することができる。

多電子原子の電子配置と周期律を
理解することができない。

評価項目4
重なり積分，クーロン積分、共鳴
積分を理解することができ、応用
できる。

重なり積分，クーロン積分、共鳴
積分を理解することができる。

重なり積分，クーロン積分、共鳴
積分を理解することができない。

評価項目5
量子化学に基づいて分子の運動を
理解することができ、応用できる
。

量子化学に基づいて分子の運動を
理解することができる。

量子化学に基づいて分子の運動を
理解することができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
最先端化学分野では、量子化学に基づいた物性発現機構の解明、化合物設計や反応シミュレーションが盛んに行われて
いる。本授業では、量子化学を基本とした物理化学理論を示し、統計熱力学的手法によりマクロな物性との関係につい
て理解することを目的とする。

授業の進め方・方法 量子物理化学では、初等的でない物理や数学を扱う機会が多い。納得した理解を得るために、教科書記載の数式の導出
や量子数学に関する練習問題を解く。

注意点 量子物理化学では、本科で履修した数学的内容以外に、群論，特殊関数やフーリエ変換等の知識も不可欠である。少な
くとも、本科で履修した数学，物理，理論化学をよく復習しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 水素原子の線スペクトル，ボーアの仮説と原子モデル

2週 光及び電子の粒子性と波動性，物質波とド・ブロイの
式，波動方程式

3週
時間に依存しないシュレーディンガー方程式，ハミル
トニアンと固有値，井戸型ポテンシャルの中の自由粒
子

4週 波動関数，固有値，直交性，期待値，演算子
5週 三次元極座標，水素原子のシュレーディンガー方程式
6週 3つの量子数
7週 エネルギー固有値
8週 水素原子の基底状態と励起状態，波動関数の広がり

2ndQ

9週 水素分子のシュレーディンガー方程式

10週 等核
２原子分子の電子配置、結合次数

11週 異核二原子分子、分子の極性
12週 異核二原子分子、分子の極性

13週
調和振動子の固有エネルギーと波動関数、分子の振動
と赤外吸収スペクトル、剛体回転子のエネルギー固有
値

14週 原子・分子の回転スペクトル、分子の電子状態、振動
状態、回転状態

15週 原子・分子の回転スペクトル、分子の電子状態、振動
状態、回転状態

16週 定期試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 細胞機能工学
科目基礎情報
科目番号 0080 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 配布プリント
担当教員 井上 祐一
到達目標
細胞工学で用いられる個々の技術を説明できる。
細胞工学で用いられる器具や試薬の種類や働きを説明できる。
細胞の解析、検出技術を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 細胞工学で用いられる個々の技術
を正しく詳細に説明できる。

細胞工学で用いられる個々の技術
を正しく説明できる。

細胞工学で用いられる個々の技術
を正しく説明できない。

評価項目2
細胞工学で用いられる器具や試薬
の種類や働きを正しく詳細に説明
できる。

細胞工学で用いられる器具や試薬
の種類や働きを正しく説明できる
。

細胞工学で用いられる器具や試薬
の種類や働きを正しく説明できな
い。

評価項目3 細胞の解析、検出技術を正しく詳
細に説明できる。

細胞の解析、検出技術を正しく説
明できる。

細胞の解析、検出技術を正しく説
明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
次世代の食品、医薬品、化粧品等は、生体に影響が少ない（副作用のない）生体由来の成分を探索し、それらを遺伝子
工学的、細胞工学的に生産する技術を開発すること重要である。これらの生産技術は、バイオテクノロジーの中でも最
も研究開発が盛んな分野でもある。そこで、生物生産の基本となる動物細胞とその応用について、細胞育種から物質生
産・検出までを学習する。

授業の進め方・方法
細胞機能工学に関して一方的に学ぶのではなく、自分の興味のある細胞機能やそれらを利用した技術などについて最先
端まで調べ、発表してもらう。
また、発表内容はレポートとしても提出してもらう。

注意点 細胞の構造や代謝について生物化学の知識を整理し、理解しておくこと。細胞生物学に関する教材を見た後に小テスト
を行う。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 細胞培養の歴史 細胞培養の歴史について説明できる。
2週 無菌操作、培養方法、細胞観察 無菌操作や培養方法について説明できる。
3週 細胞骨格 細胞骨格について説明できる。
4週 シグナル伝達 シグナル伝達について説明できる。
5週 細胞間の相互作用 細胞間の相互作用について説明できる。
6週 タンパク質の品質管理 タンパク質の品質管理について説明できる。
7週 細胞内輸送・局在 細胞内輸送・局在について説明できる。

8週 細胞機能工学に関する最先端情報の発表、およびレポ
ート提出

4thQ

9週 遺伝子導入・発現技術 遺伝子導入・発現技術について説明できる。
10週 細胞融合技術 細胞融合技術について説明できる。
11週 検出技術 酵素抗体法、蛍光抗体法について説明できる。
12週 細胞解析技術 フローサイトメーターについて説明できる。
13週 細胞工学の応用１ 複合細胞培養について説明できる。
14週 細胞工学の応用２ 細胞工学の融合領域について説明できる。
15週 定期試験
16週 答案返却、解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表・レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ 小テスト 合計
総合評価割合 50 40 0 0 0 10 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 40 0 0 0 10 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論IV
科目基礎情報
科目番号 0082 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 竹原 健司,宮内 真人,水野 康平
到達目標
講師が設定した目標を達成し,定められた基準により,合格の評価を得ること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
地元北九州市は環境国際協力や資源循環型社会づくりなど低炭素化社会実現に向けた取り組みを積極的に行っており、
新規技術開発が求められている。本講義では、専攻科生に対して未来環境・エネルギー分野の最前線の技術を学ぶ機会
を与えることを目的にして、次世代エネルギー関連技術の現状と将来展望に関する講義を主体に実施する。また、地域
の産官学から講師をお迎えして、共同教育を行う。

授業の進め方・方法 先端的低炭素化技術の現状と将来展望に関する講義を主体に実施する。
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週
ガイダンス　
・講座内容の概要
・先端的低炭素化技術概論

2週

3週 材料・デバイス
半導体による人工光合成

4週
5週
6週

7週
材料・デバイス・システム
グローバル対応の技術、国際人としてのツール、およ
び“技学”による環境技術の世界展開事例紹介

8週

4thQ

9週
10週
11週

12週
マネジメント
新技術、新製品等の研究開発と事業化(マーケティング
、特許戦略、技術提携、ビジネスプラン)

13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 50 0 0 50 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 50 0 50
分野横断的能力 0 50 0 0 0 0 50



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論V
科目基礎情報
科目番号 0083 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 担当講師・教員から指示する
担当教員 竹原 健司,宮内 真人
到達目標
1. 最先端の融合複合技術によるモノづくりについて理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
最先端の融合複合技術によるモノ
づくりについて説明・分析できる
とと共に応用できる。

最先端の融合複合技術によるモノ
づくりについて説明できる。

最先端の融合複合技術によるモノ
づくりについて説明できない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

本講義では最先端の融合複合技術によるモノづくりについて講義を行う。基礎的事項とともに注目される新技術、社会
動向を踏まえ、これら技術について深く学ぶ。なお、本授業は他高専あるいは本校の専攻科で開催されるサマーレクチ
ャーなどで学修した結果、その成果が1単位に相当すると認められる場合には、専攻科特論Ⅴを学修したものとし1単位
を認定する。読み替えの判定は専攻科委員会で行われる。開講時期は、事前に通知される。
本校専攻科において開催する場合、複数の教員がオムニバス形式で最先端の融合複合技術によるモノづくりについて講
義を行う。飛躍的に発展を遂げる科学技術に対応するため、機械工学分野、電気・電子工学分野、制御工学分野、物質
化学工学分野、情報工学分野の各分野における、より専門的な教育と学際的な教育を合わせて実施する。

授業の進め方・方法 本校専攻科において開催する場合、複数の教員がオムニバス形式で最先端の融合複合技術によるモノづくりについて講
義を行う。設定されたテーマにより、参加者の専攻分野が限定されることがある。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 融合複合技術によるモノづくり 最先端の融合複合技術によるモノづくりについて説明
できる。

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論VI
科目基礎情報
科目番号 0084 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 担当講師・教員から指示する
担当教員 竹原 健司,宮内 真人
到達目標
1. 最先端の融合複合技術によるモノづくりについて理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
最先端の融合複合技術によるモノ
づくりについて説明・分析できる
とと共に応用できる。

最先端の融合複合技術によるモノ
づくりについて説明できる。

最先端の融合複合技術によるモノ
づくりについて説明できない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本講義では最先端の融合複合技術によるモノづくりについて講義を行う。基礎的事項とともに注目される新技術、社会
動向を踏まえ、これら技術について深く学ぶ。なお、本授業は他高専あるいは本校の専攻科で開催されるサマーレクチ
ャーなどで学修した結果、その成果が2単位に相当すると認められる場合には、専攻科特論Ⅵを学修したものとし2単位
を認定する。読み替えの判定は専攻科委員会で行われる。開講時期は、事前に通知される。

授業の進め方・方法 本校専攻科において開催する場合、複数の教員がオムニバス形式で最先端の融合複合技術によるモノづくりについて講
義を行う。設定されたテーマにより、参加者の専攻分野が限定されることがある。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 融合複合技術によるモノづくり 最先端の融合複合技術によるモノづくりについて説明
できる。

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計



総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論VII
科目基礎情報
科目番号 0085 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 「指定または準備する教材 」
担当教員 久池井 茂,小清水 孝夫
到達目標
制御・機械工学系の基礎から最先端のモノづくりについて理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
制御・機械工学系の基礎から最先
端のモノづくりについて理解する
。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

本講義では制御・機械工学系最先端のモノづくりについて講義を行う。基礎的事項とともに注目される新技術、社会動
向を踏まえ、これら技術について深く学ぶ。なお、本授業は他高専あるいは本校の専攻科で開催されるサマーレクチャ
ーなどで学修した結果、その成果が1単位に相当すると認められる場合には、専攻科特論Ⅶを学修したものとし1単位を
認定する。読み替えの判定は専攻科委員会で行われる。開講時期は、開催に先立って通知される。
実際に世の中で使われている製品やシステムから、先端的モノづくりの動向、開発動向、開発事例を学ぶ。開発手法や
モノづくりに必要な技術を機械工学や制御工学に関する視点で理解する。

授業の進め方・方法 本校で開講する場合、オムニバス方式で制御・機械工学系最先端のモノづくりについて講義を行う。
設定されたテーマにより、参加者の専攻分野が限定されることがある。

注意点 担当講師・教員から指示する。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 機械工学系最先端のモノづくりについて学ぶ。 機械工学系最先端のモノづくりについて理解し説明で
きる。

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週 制御工学系最先端のモノづくりを学ぶ。 制御工学系最先端のモノづくりを理解し説明できる。

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論VIII
科目基礎情報
科目番号 0086 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 適宜、担当講師・教員より紹介される
担当教員 松嶋 茂憲,加島 篤,秋本 髙明
到達目標
１．情報工学を含む電気電子工学系の最先端のモノづくりについて理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
情報工学を含む電気電子工学系の
最先端のモノづくりについて理解
すると共に応用できる。

情報工学を含む電気電子工学系の
最先端のモノづくりについて理解
している。

情報工学を含む電気電子工学系の
最先端のモノづくりについて理解
していない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

本講義では、オムニバス方式で情報工学を含む電気電子工学系の最先端のモノづくりについて講義を行う。基礎的事項
とともに、注目される新技術や社会動向を踏まえて、これらの技術について深く学ぶ。なお、本授業は他高専あるいは
本校の専攻科で開催されるサマーレクチャーなどで学修した結果、その成果が１単位に相当すると認められる場合には
、専攻科特論VIIIを学修したものとし、１単位を認定する。読み替えの判定は、専攻科委員会で行われる。開講時期は、
開催に先立って通知される。

授業の進め方・方法
これまでの実績について記す。公益財団法人北九州産業学術推進機構の半導体・エレクトロニクス技術センターが開講
する「ひびきの半導体アカデミー」を受講し、専攻科特論の単位として認定した。この講義では、最先端の半導体技術
について企業技術者が講義及び実習指導を行い、受講後は講義・実習についてレポート提出を課した。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

2週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

3週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

4週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

5週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

6週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

7週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

8週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

2ndQ

9週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

10週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

11週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

12週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

13週 電気電子工学分野または情報工学分野のモノづくり 電気電子工学系または情報工学系の最先端のモノづく
りについて理解する。

14週 レポート等の作成 学んだ事項を復習しレポート等にまとめる。
15週 レポート等の作成 学んだ事項を復習しレポート等にまとめる。
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ
9週
10週
11週



12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 演習問題やレポ
ート等 その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 100 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論IX
科目基礎情報
科目番号 0087 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 川原 浩治,竹原 健司,水野 康平
到達目標
開催校で設定した目標を達成し、定められた基準により、合格の評価を得ること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
生物を含む応用化学系最先端のモノづくりについて講義を行う。基礎的事項とともに注目される新技術、社会動向を踏
まえ、これら技術について深く学ぶ。なお、本授業は他高専あるいは本校の専攻科で開催されるサマーレクチャーなど
で学修した結果、その成果が2単位に相当すると認められる場合には、専攻科特論Ⅸを学修したものとし1単位を認定す
る。読み替えの判定は専攻科委員会で行われる。開講時期は、事前に通知される。

授業の進め方・方法
注意点 設定されたテーマにより、参加者の専攻分野が限定されることがある。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 サマーレクチャーなど

開催校が決めるテーマ
(最近の例)
”狙った”有機化合物を合成する手法と基礎概念
有機電子論と反応の選択性
有機反応機構と速度論支配・熱力学支配
生物生産の様々な手段と特性の基礎概念
細胞融合、遺伝子導入手法の理解と培養方法

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 50 0 0 50 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 50 0 50
分野横断的能力 0 50 0 0 0 0 50



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論X
科目基礎情報
科目番号 0088 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 「指定または準備する教材 」
担当教員 竹原 健司,宮内 真人
到達目標
制御・機械工学系のモノづくりについて、基礎から応用まで理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
制御・機械工学系のモノづくりに
ついて、基礎から応用まで理解で
きる。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

制御・機械工学系の最先端のモノづくりについて講義を行う。基礎的事項とともに注目される新技術、社会動向を踏ま
え、これら技術について深く学ぶ。なお、本授業は他高専あるいは本校の専攻科で開催されるサマーレクチャーなどで
学修した結果、その成果が1単位に相当すると認められる場合には、専攻科特論Ⅹを学修したものとし1単位を認定する
。読み替えの判定は専攻科委員会で行われる。開講時期は、事前に通知される。
実際に世の中で使われている製品やシステムから、先端的モノづくりの動向、開発動向、開発事例を学ぶ。開発手法や
モノづくりに必要な技術を制御・機械工学分野に関する視点で理解する。

授業の進め方・方法 本校で開講する場合、オムニバス方式で制御・機械工学系最先端のモノづくりについて講義を行う。
設定されたテーマにより、参加者の専攻分野が限定されることがある。

注意点 担当講師・教員から指示する。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 実際の製品やシステム、先端的モノづくりの動向、開
発動向、開発事例など

制御・機械工学分野のモノづくりについて理解し説明
できる。

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論XI
科目基礎情報
科目番号 0089 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 担当講師・教員から指示する
担当教員 松嶋 茂憲,加島 篤,秋本 髙明
到達目標
１．情報工学を含む電気電子工学系の最先端のモノづくりの実践的な技術について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
情報工学を含む電気電子工学系の
最先端のモノづくりの実践的な技
術について理解していると共に応
用できる。

情報工学を含む電気電子工学系の
最先端のモノづくりの実践的な技
術について理解している。

情報工学を含む電気電子工学系の
最先端のモノづくりの実践的な技
術について理解していない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

本講義では、オムニバス方式で情報工学を含む電気電子工学系最先端のモノづくりについて講義を行う。基礎的事項と
ともに、注目される新技術や社会動向を踏まえ、これら技術について深く学ぶ。なお、本授業は他高専あるいは本校の
専攻科で開催されるサマーレクチャーなどで学修した結果、その成果が１単位に相当すると認められる場合には、専攻
科特論を学修したものとし１単位を認定する。読み替えの判定は専攻科委員会で行われる。開講時期は、開催に先立っ
て通知される。

授業の進め方・方法
この講義では、情報工学を含む電気電子工学系の最先端のモノづくりの中で、重要かつ講義だけではカバーできない実
践的な技術について学ぶ。例えば、近年ますます重要になってきているパワーエレクトロニクスについて、電力制御回
路製作実習により実践的に学習する。各パワーデバイスの特徴の検証、スイッチング回路の設計手法・評価技術を学内
および公益財団法人北九州産業学術推進機構半導体・エレクトロニクス技術センターで実習する。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電気電子工学系のモノづくり 電気電子工学系の最先端のモノづくりについて実践的
に学び理解する。

2週 情報工学系のモノづくり 情報工学系の最先端のモノづくりについて実践的に学
び理解する。

3週 レポート等作成 学んだことを復習しレポート等にまとめる
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 演習問題やレポ
ート等 その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 100 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 専攻科特論XII
科目基礎情報
科目番号 0090 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 竹原 健司,宮内 真人
到達目標
開催校で設定した目標を達成し、定められた基準により、合格の評価を得ること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
生物を含む応用化学系最先端のモノづくりについて講義を行う。基礎的事項とともに注目される新技術、社会動向を踏
まえ、これら技術について深く学ぶ。なお、本授業は他高専あるいは本校の専攻科で開催されるサマーレクチャーなど
で学修した結果、その成果が1単位に相当すると認められる場合には、専攻科特論Ⅻを学修したものとし1単位を認定す
る。読み替えの判定は専攻科委員会で行われる。開講時期は、事前に通知される。

授業の進め方・方法
注意点 設定されたテーマにより、参加者の専攻分野が限定されることがある。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 サマーレクチャーなど

開催校が決めるテーマ
(最近の例)
　・知的財産
　・エネルギー変換の仕組み
　・最近の機械加工
　・メカトロニクスの基礎と応用
　・バイオテクノロジーファンダメンタルズ　

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 50 0 0 50 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 50 0 50
分野横断的能力 0 50 0 0 0 0 50



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 夏期留学対応科目
科目基礎情報
科目番号 0091 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 松嶋 茂憲,浅尾 晃通,安信 強,桐本 賢太,太屋岡 篤憲,永田 康久,中村 嘉雄
到達目標

    自分や身近なこと及び自分の専門に関する情報や考えについて、前もって準備をすれば毎分120語程度の速度で約2分間の口頭発表ができる。
    相手が明瞭に毎分120語程度の速度で、繰り返しや言い換えを交えて話し、適切な助言、ヒント、促しなどが与えられれば、自分や身近なこ
と及び自分の専門に関する簡単な情報や考えについて口頭でやり取りや質問・応答ができる。
    自分や身近なことについて100語程度の簡単な文章を書くことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
口頭発表

自分や身近なこと及び自分の専門
に関する情報や考えについて、前
もって準備をすれば毎分120語以
上の速度で約2分間以上の口頭発表
ができる。

自分や身近なこと及び自分の専門
に関する情報や考えについて、前
もって準備をすれば毎分120語程
度の速度で約2分間の口頭発表がで
きる。

自分や身近なこと及び自分の専門
に関する情報や考えについて、前
もって準備をすれば毎分120語程
度の速度で約2分間の口頭発表がで
きない。

評価項目2
質疑応答

相手が明瞭に毎分120語程度以上
の速度で、繰り返しや言い換えを
交えて話し、自分や身近なこと及
び自分の専門に関する簡単な情報
や考えについて口頭でやり取りや
質問・応答ができる。

相手が明瞭に毎分120語程度の速
度で、繰り返しや言い換えを交え
て話し、適切な助言、ヒント、促
しなどが与えられれば、自分や身
近なこと及び自分の専門に関する
簡単な情報や考えについて口頭で
やり取りや質問・応答ができる。

相手が明瞭に毎分120語程度の速
度で、繰り返しや言い換えを交え
て話し、適切な助言、ヒント、促
しなどが与えられれば、自分や身
近なこと及び自分の専門に関する
簡単な情報や考えについて口頭で
やり取りや質問・応答ができない
。

評価項目3
作文

自分や身近なことについて100語
程度以上の文章を書くことができ
る

自分や身近なことについて100語
程度の簡単な文章を書くことがで
きる

自分や身近なことについて100語
程度の簡単な文章を書くことがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本講義では英語による基礎的な工学に関する授業を行う。開講時期は、事前に通知される。なお、本授業は海外留学し
た際に修得した単位が1単位に相当すると認められる場合においても、夏期留学対応科目を学修したものとし1単位を認
定する。読み替えの判定は専攻科委員会で行われる。

授業の進め方・方法 講義では基礎的な内容を取り扱うため事前に予習または復習しておくことが望ましい。講義内容は開講前、もしくは各
講義時間終了時に次の講義の内容を通知する。

注意点
担当教員の指導に従う。
自分や身近なこと及び自分の専門に関する情報について英語でやり取りができる。
担当教員との議論やレポートで評価する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
2週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
3週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
4週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
5週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
6週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
7週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
8週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。

2ndQ

9週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
10週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
11週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
12週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
13週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
14週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
15週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
16週  工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。

後期
3rdQ

1週 工学授業 英語による基礎的な工学の授業を行う。
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ 9週



10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 20 0 80 0 0 100
基礎的能力 0 20 0 80 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生物化学
科目基礎情報
科目番号 0092 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 生化学、関周司・斉藤健司・村岡知子・矢尾謙三郎・池田正五著、三共出版
担当教員 永田 康久,水野 康平,園田 達彦,大川原 徹
到達目標
1.細胞内の物質代謝・異化を糖、脂質、アミノ酸、核酸について説明できる。
2.血液と免疫について働きとしくみを理解するとともに、細胞との関わりを説明できる。
3.ホルモンの作用とメカニズムを説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 糖、脂質、アミノ酸、核酸の代謝
を図を書いて説明できる。

糖、脂質、アミノ酸、核酸の代謝
を事例をもとに、説明できる。

糖、脂質、アミノ酸、核酸の代謝
の説明ができない。

評価項目2 血液と免疫の働きを関与する細胞
の働きに沿って説明できる。

血液と免疫の働きの一つ一つを個
別に説明できる。

血液、免疫系の働きを説明できな
い。

評価項目3
ホルモンの作用とメカニズムをペ
プチド性ホルモンとステロイドホ
ルモンの相違に応じて図を用いて
説明できる。

ホルモンの作用の事例に応じて、
説明できる。

ホルモンの作用の説明ができない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 生命活動の根本にある生体分子の性質を生体内合成や代謝メカニズムの点から学習し、その集積である生体防御、生理

を理解し、生体内物質の工業的利用、生産の基礎について理解する。

授業の進め方・方法 生体内物質合成、代謝の部分を中心に学習し、工業的利用についてバイオテクノロジーの視点から学習する。したがっ
て、生物化学の知識は必要不可欠となる。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ・ガイダンス ・シラバスから科目の重要点のとらえ方を理解する。
2週 ・細胞の構造と機能 ・動植物細胞の構造と機能を理解する。

3週 ・代謝の概要
・糖の代謝

・同化と異化を理解する。
・糖代謝を解糖系、TCAサイクル、電子伝達系の流れ
で説明する。

4週 ・糖の代謝 ・グルコースからのATP生成量を理解する。

5週 ・脂質の代謝 ・脂質が脂肪酸に分解される流れを理解する。
・脂肪酸からのATP生成量を理解する。

6週 ・アミノ酸の代謝 ・アミノ酸の代謝過程を流れを追って説明する。
7週 ・核酸の代謝 ・核酸合成の経路を理解する。

8週 ・中間試験 ・1～7週までの内容を網羅した試験により、授業内容
の理解の定着を図る。

2ndQ

9週 ・試験内容についての解説 ・中間試験の内容を理解する。
10週 ・酵素の働き ・酵素の作用メカニズムを理解する。

11週 ・血液の構成と働き ・血液の構成を液体成分と細胞成分に分けてとらえ、
生体内での働きを説明する。

12週 ・免疫のしくみ ・免疫の定義と作用について理解する。

13週 ・免疫のしくみ ・免疫担当細胞が抗体生産するしくみの理解と抗体の
種類を説明する。

14週 ・ホルモンと恒常性 ・ホルモンの種類とその作用メカニズムを理解する。

15週 ・期末試験 ・9～14週までの内容を網羅した試験により、授業内
容の理解の定着を図る。

16週 ・期末試験内容についての解説 ・期末試験の内容を理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 基礎生物

原核生物と真核生物の違いについて説明できる。 3
核、ミトコンドリア、葉緑体、細胞膜、細胞壁、液胞の構造と働
きについて説明できる。 3

葉緑体とミトコンドリアの進化の説について説明できる。 3
代謝、異化、同化という語を理解しており、生命活動のエネルギ
ーの通貨としてのATPの役割について説明できる。 3

酵素とは何か説明でき、代謝における酵素の役割を説明できる。 3
光合成及び呼吸の大まかな過程を説明でき、2つの過程の関係を
説明できる。 3

DNAの構造について遺伝情報と結びつけて説明できる。 3
遺伝情報とタンパク質の関係について説明できる。 3
染色体の構造と遺伝情報の分配について説明できる。 2
分化について説明できる。 2



ゲノムと遺伝子の関係について説明できる。 2
細胞膜を通しての物質輸送による細胞の恒常性について説明でき
る。 3

フィードバック制御による体内の恒常性の仕組みを説明できる。 3
情報伝達物質とその受容体の働きを説明できる。 3
免疫系による生体防御のしくみを説明できる。 3

生物化学

タンパク質、核酸、多糖がそれぞれモノマーによって構成されて
いることを説明できる。 3

生体物質にとって重要な弱い化学結合(水素結合、イオン結合、
疎水性相互作用など)を説明できる。 3

単糖と多糖の生物機能を説明できる。 3
単糖の化学構造を説明でき、各種の異性体について説明できる。 3
グリコシド結合を説明できる。 3
多糖の例を説明できる。 3
脂質の機能を複数あげることができる。 3
トリアシルグリセロールの構造を説明できる。脂肪酸の構造を説
明できる。 3

リン脂質が作るミセル、脂質二重層について説明でき、生体膜の
化学的性質を説明できる。 3

タンパク質の機能をあげることができ、タンパク質が生命活動の
中心であることを説明できる。 3

タンパク質を構成するアミノ酸をあげ、それらの側鎖の特徴を説
明できる。 3

アミノ酸の構造とペプチド結合の形成について構造式を用いて説
明できる。 3

タンパク質の高次構造について説明できる。 3
ヌクレオチドの構造を説明できる。 3
DNAの二重らせん構造、塩基の相補的結合を説明できる。 3
DNAの半保存的複製を説明できる。 2
RNAの種類と働きを列記できる。 3
コドンについて説明でき、転写と翻訳の概要を説明できる。 3
酵素の構造と酵素-基質複合体について説明できる。 3
酵素の性質(基質特異性、最適温度、最適pH、基質濃度)につい
て説明できる。 3

補酵素や補欠因子の働きを例示できる。水溶性ビタミンとの関係
を説明できる。 2

解糖系の概要を説明できる。 3
クエン酸回路の概要を説明できる。 3
酸化的リン酸化過程におけるATPの合成を説明できる。 3
各種の光合成色素の働きを説明できる。 2
光化学反応の仕組みを理解し、その概要を説明できる。 2
炭酸固定の過程を説明できる。 2

生物工学

原核微生物の種類と特徴について説明できる。 3
真核微生物(カビ、酵母)の種類と特徴について説明できる。 3
微生物の増殖(増殖曲線)について説明できる。 2
微生物の育種方法について説明できる。 2
微生物の培養方法について説明でき、安全対策についても説明で
きる。 2

遺伝子組換え技術の原理について理解している。 2
バイオテクノロジーの応用例（遺伝子組換え作物、医薬品、遺伝
子治療など）について説明できる。 2

バイオテクノロジーが従来の技術に対して優れている点について
説明できる。 2

遺伝子組み換え技術のリスクと安全策について説明できる。 2
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 10 0 0 40 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 40 0 40
専門的能力 50 10 0 0 0 0 60
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 特別実習
科目基礎情報
科目番号 0093 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 松嶋 茂憲,浅尾 晃通,安信 強,桐本 賢太,太屋岡 篤憲,永田 康久,中村 嘉雄
到達目標

    企業等における将来にわたるキャリアイメージをもとに、仕事とのマッチングを考えることができる。
    キャリアイメージを実現するために必要な自身の能力について考えることができ、それを高めようとする姿勢をとることができる。
    企業あるいは技術者・研究者が持つべき仕事への責任を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
キャリアイメージ

企業等における将来にわたるキャ
リアイメージをもとに、仕事との
マッチングを考えている。

    企業等における将来にわたるキ
ャリアイメージをもとに、仕事と
のマッチングを考えることができ
る。

企業等における将来にわたるキャ
リアイメージをもとに、仕事との
マッチングを考えることができな
い。

評価項目2
能力向上

 キャリアイメージを実現するため
に必要な自身の能力について考え
ることができ、それを高めようと
する姿勢をとる。

 キャリアイメージを実現するため
に必要な自身の能力について考え
ることができ、それを高めようと
する姿勢をとることができる。

 キャリアイメージを実現するため
に必要な自身の能力について考え
ることができ、それを高めようと
する姿勢をとることができない。

評価項目3
仕事への責任

    企業あるいは技術者・研究者が
持つべき仕事への責任をよく理解
している。

    企業あるいは技術者・研究者が
持つべき仕事への責任を理解でき
る。

    企業あるいは技術者・研究者が
持つべき仕事への責任を理解でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
学んだ知識・技術が企業活動等にどう関わっているか、また、活かせるのかを実務経験を通して理解する。さらに汎用
能力まで含めた自身の能力の現状を分析し、将来、技術者・研究者として活躍していくために必要なプロセスを理解し
、自身のキャリアデザインについて考える。

授業の進め方・方法

主に夏休み中のインターンシップにおいて企業等の生産現場や研究部門などで、実践的知識・技術を経験から学び、実
際の生産・研究現場における技術を学習する。夏季休業明けに実習報告書、実習日誌を提出するとともに実習に関する
プレゼンテーションを行う。専攻科長が窓口となり、学外受け入れ先と連携して実習を進める。また事前事後の対応を
行う。
大学・大学院等で実習する場合、大学・大学院等が公認するインターンシッププログラムであること。

注意点 上記目標の達成度は、
実習先の評価、報告書の内容、プレゼンテーションによって評価する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 企業・大学等における実習 企業等の生産現場や研究部門などで、実践的な知識・
技術がいかなるものかを経験から学ぶ。

2週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

3週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

4週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

5週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

6週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

7週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

8週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

2ndQ

9週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

10週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

11週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

12週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

13週 企業・大学等における実習 部門などで、実践的な知識・技術がいかなるものかを
経験から学ぶ。

14週 企業・大学等における実習 企業等の生産現場や研究部門などで、実践的な知識・
技術がいかなるものかを経験から学ぶ。

15週 実習報告書、実習日誌の作成 夏季休業明けに実習報告書、実習日誌をコース長に提
出する。

16週 報告会 実習に関するプレゼンテーションを行う。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 20 0 80 0 0 100
基礎的能力 0 20 0 80 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生産デザイン工学特別研究Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0094 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 3
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 3
教科書/教材
担当教員 松嶋 茂憲,浅尾 晃通,安信 強,桐本 賢太,太屋岡 篤憲,永田 康久,加島 篤
到達目標
学んだ知識や技術を活用して、答えのない問題に対して解を見出すことができる。C②③④,D①②③④,E②,F②③, G①②
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
考慮すべき制約条件とテーマとの
関係を具体的なデータ等を用いて
説明できる

考慮すべき制約条件とテーマとの
関係を説明できる

考慮すべき制約条件とテーマとの
関係を説明できない

評価項目2 課題解決に必要な知識・技術を理
解し、解決策を説明できる

課題解決に必要な知識・技術を理
解し、解決策を説明できる

課題解決に必要な知識・技術を理
解し、解決策を説明できない

評価項目3 課題解決のための計画を立案し、
実行できる

課題解決のための計画を立案でき
る

課題解決のための計画を立案でき
ない

評価項目4 実験・調査結果についてデータを
示しながら議論できる

実験・調査結果について議論でき
る

実験・調査結果について議論でき
ない

評価項目5 成果を分かり易く発表でき、質問
にも明快に答えられる 成果を分かり易く発表できる 成果を分かり易く発表できない

評価項目6 自主性を持ちながら、他の学生や
教員・スタッフと協働できる

他の学生や教員・スタッフと協働
できる

他の学生や教員・スタッフと協働
できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
教員の指導の下、専門分野的・社会的に意味があり、複雑で理解が容易ではない現象やシステムなどを研究対象とし、
学んだ知識や技術を活用して、答えのない問題に対して解を見出す。生産デザイン工学特別研究Ⅱでは、生産デザイン
工学特別研究Ⅰで示した研究計画を実施して得られた成果と、その結果を受けて改善した生産デザイン工学特別研究
Ⅲ以降の研究計画を立案し報告する。

授業の進め方・方法 教員の指導の下、生産デザイン工学特別研究Ⅰで作成した研究計画に沿って実施する。

注意点 進捗状況を週報または月報として教員に報告し、それを起点として議論を深めていくので、自主的な取組みが最も重要
である。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

2週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

3週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

4週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

5週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

6週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

7週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

8週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

2ndQ

9週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

10週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

11週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

12週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

13週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

14週 発表資料作成 成果を分かり易く発表できる
15週 学内発表会 成果を分かり易く発表できる
16週 生産デザイン工学特別研究Ⅳの研究計画の素案作成 研究結果に応じて、研究計画を修正・実行できる

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

学内成果発表会 学修・探求の課
程 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 30 70 0 0 0 0 100



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 30 70 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生産デザイン工学特別研究Ⅳ
科目基礎情報
科目番号 0095 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 3
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 3
教科書/教材
担当教員 松嶋 茂憲,浅尾 晃通,安信 強,桐本 賢太,太屋岡 篤憲,永田 康久,加島 篤
到達目標
学んだ知識や技術を活用して、答えのない問題に対して解を見出すことができる。C②③④,D①②③④,E②,F②③, G①②
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
考慮すべき制約条件とテーマとの
関係を具体的なデータ等を用いて
説明できる

考慮すべき制約条件とテーマとの
関係を説明できる

考慮すべき制約条件とテーマとの
関係を説明できない

評価項目2 課題解決に必要な知識・技術を理
解し、解決策を説明できる

課題解決に必要な知識・技術を理
解し、解決策を説明できる

課題解決に必要な知識・技術を理
解し、解決策を説明できない

評価項目3 課題解決のための計画を立案し、
実行できる

課題解決のための計画を立案でき
る

課題解決のための計画を立案でき
ない

評価項目4 実験・調査結果についてデータを
示しながら議論できる

実験・調査結果について議論でき
る

実験・調査結果について議論でき
ない

評価項目5 成果を分かり易く発表でき、質問
にも明快に答えられる 成果を分かり易く発表できる 成果を分かり易く発表できない

評価項目6 自主性を持ちながら、他の学生や
教員・スタッフと協働できる

他の学生や教員・スタッフと協働
できる

他の学生や教員・スタッフと協働
できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
教員の指導の下、社会的に意味があり、複雑で理解が容易ではない現象やシステムなどを研究対象とし、学んだ知識や
技術を活用して、答えのない問題に対して解を見出す。概ね4年間(本科+専攻科)の学修全体の履歴を省察した上で、専
攻科2年生後期の半年間で学生自らが取組むテーマと概要を履修計画書として提示する。この計画に沿って研究を実施し
、得られた成果について特別研究論文とその要旨を執筆し報告する。

授業の進め方・方法 教員の指導の下、生産デザイン工学特別研究Ⅰで作成した研究計画を実施する。

注意点 進捗状況を週報または月報として教員に報告し、それを起点として議論を深めていくので、自主的な取組みが最も重要
である。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

2週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

3週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

4週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

5週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

6週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

7週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

8週 研究の実施 課題解決に必要な知識・技術を理解し、解決策を説明
できる

4thQ

9週 研究の実施 研究で得られた結果を整理し，文献等を参考に考察・
検証できる

10週 研究の実施 研究で得られた結果を整理し，文献等を参考に考察・
検証できる

11週 研究の実施 研究で得られた結果を整理し，文献等を参考に考察・
検証できる

12週 研究の実施 研究で得られた結果を整理し，文献等を参考に考察・
検証できる

13週 学外発表会資料作成 成果を分かり易く発表できる
14週 学外発表会 成果を分かり易く発表できる
15週 学内発表会資料作成 成果を分かり易く発表できる
16週 学内発表会 成果を分かり易く発表できる

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

論文 口頭発表 学習・探究の課
程 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 20 20 60 0 0 0 100



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 20 20 60 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 資源環境情報分析
科目基礎情報
科目番号 0100 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 山田剛史，杉澤武俊，村井潤一郎，Rによるやさしい統計学，オーム社，2008
担当教員 白濵 成希,脇山 正博
到達目標
1. 情報分析に必要な統計の基本概念を理解する
2. 統計解析用ソフトウェアを用いて情報分析および、データを視覚化できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

統計の基本概念の理解とRによる実
践

統計の基本概念を理解に基づいて
自ら課題に関するデータを収集し
，Rを用いて分析・視覚化すること
ができる．

統計の基本概念を理解し，実際の
データに対しRを用いて分析・視覚
化することができる．

統計の基本概念を理解できない．
Rを用いて与えられたデータを分析
・視覚化することができない．

統計的仮説検定
帰無仮説と対立仮説，検定統計量
，有意水準を自ら適切に選択し
，仮説の棄却/採択を決定できる．

与えらrた帰無仮説と対立仮説，検
定統計量，有意水準で，仮説の棄
却/採択を決定できる．

与えらrた帰無仮説と対立仮説，検
定統計量，有意水準で，仮説の棄
却/採択を決定できない．

課題発見・分析による報告書作成
とプレゼンテーション

課題を適切に設定し，統計分析に
よる詳細な報告書作成と効果的な
プレゼンテーションを実施するこ
とができる．

設定された課題に対し，統計分析
を用いた報告書作成とプレゼンテ
ーションを標準的な水準で達成す
ることができる．

課題を発見することができない．
統計分析による報告書作成とプレ
ゼンテーションを実施できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本授業では統計処理の基本原理を理解し、統計解析用ソフトウェアRを用いて様々な情報を分析することを目的とする。
近年多くの研究分野において、統計解析にRが利用されており、情報分析ツールとして様々な分野で用いられている。本
授業では統計処理の基本事項を中心に説明し、コンピュータ上で実際にRを操作し、理解を深めることを目的とする。

授業の進め方・方法 授業と演習で統計解析用ソフトウェアを利用する。各自、必要に応じて予習、復習が行える環境を用意すること。
注意点 規定授業時間数は30時間，放課後・家庭で15時間程度の自学自習が求められる．
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 本科目の概要，授業方針，評価方法等について紹介す
る．

2週 1つの変数の記述統計 質的変数，量的変数について理解し，度数分布，分散
，標準偏差についてRを用いて求めることができる．

3週 2つの変数の記述統計(学習)
量的変数，質的変数の理解に基づいて，複数の変数の
関係である相関と連関について説明することができる
．

4週 2つの変数の記述統計(演習)
散布図，共分散，相関係数，ファイ係数，クロス集計
表についてRを用いて計算，描画することができる．
相関係数の大きさについて評価することができる．

5週 母集団と標本
大きな集団から一部を取り出した少数のデータの情報
を用いて，もとの集団の性質について推測する推測統
計の基本的な理論を理解する．

6週 正規母集団の母平均の推定 正規分布に従う母集団の母平均を推定し，推定値を得
ることができる．

7週 標本分布を求める

正規母集団から標本抽出を繰り返すことにより，標本
分布を求めることができる．
理論的な標本分布についてサンプルサイズが変化した
ときに標本分布の形状の変化について視覚化すること
ができる．

8週 中間試験

2ndQ

9週 統計的仮説検定 統計的仮説検定の必要性について理解できる．

10週 相関係数の検定 与えられたデータに対してt分布を持ちいて相関係数の
検定を行うことができる．

11週 独立性の検定(カイ二乗検定) 2つの質的変数が独立であるかどうかカイ二乗検定によ
り確認することができる．

12週 独立な2群の平均値差の検定 独立な2群の平均値差の検定を行うことができる．
13週 対応のある2群の平均値差の検定 対応のある2群の平均値差の検定を行うことができる．

14週 問題設定と統計分析 自ら問題を設定し，データ収集・統計分析を行い，報
告書及びプレゼンテーション資料を作成する．

15週 プレゼンテーション 自ら設定した問題に対し，統計分析を用いたプレゼン
テーションを行う．

16週 定期試験答案返却
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

実技試験 演習レポート プレゼンテーション 合計
総合評価割合 55 25 20 100
基礎的能力 15 15 10 40



専門的能力 40 10 10 60



北九州工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 データ解析学
科目基礎情報
科目番号 0102 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 使用しない：参考書「Pythonによるデータ分析入門」小林 儀匡ほか(オライリージャパン)
担当教員 山内 幸治
到達目標
・与えられたアルゴリズムが問題を解決していく過程を説明できる。
・最適化問題をデータ解析に応用して簡単な問題を解くことができる。
・与えられた簡単な問題に対して、それを解決するためのプログラムを、標準的な開発ツールや開発環境を利用して記述できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 与えられたアルゴリズムが問題を
解決していく過程を説明できる。

特定のアルゴリズムが問題を解決
していく過程を説明できる。

特定のアルゴリズムが問題を解決
することできることを示すことが
できる。

評価項目2
最適化問題をデータ解析に応用し
て簡単な問題を解くことができる
。

最適化問題をデータ解析に応用で
きる。 最適化問題を解くことができる。

評価項目3
与えられた簡単な問題に対して、
それを解決するためのプログラム
を、標準的な開発ツールや開発環
境を利用して記述できる。

与えられた簡単な問題に対して、
それを解決するためのプログラム
を、標準的な開発ツールを利用し
て記述できる。

与えられた簡単な問題に対して、
それを解決するためのプログラム
を記述できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

本授業では、日々進歩しているデータ・情報処理手法に関して、データの操作、処理、高速処理などのデータ解析の基
本手法について理解することを目的とする。データ解析に関する技術はここ数年急激に進歩しており、初学者にとって
学習が困難な分野でもある。そこで、本授業では、簡単な手法、アルゴリズムについて理解し、コンピュータによる図
形処理や数値解析手法を身につける。そして、大量のデータを取り扱うアプリケーションに役立つ科学計算をプログラ
ミング言語Pythonで行う手法を学習する。

授業の進め方・方法
本講義で使用する数学は、基本的な線形代数学と幾何学である。線形代数学と幾何学の基礎的な知識を身につけておか
なければ、講義の内容を理解することは困難である。また、数値計算にはPython 言語を使用するので、Python 言語の
基本的な文法を事前に学習しておくこと。

注意点 授業内容を深く理解することを目的として、授業内容に応じて演習課題を自学自習の課題をして出題する。演習課題に
ついては、授業時に説明したアルゴリズムや例題について調べ、プログラムの動作の要点について整理しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 導入 データ解析の必要性および位置づけを、映画評価を例
にとり理解する。

2週 Python言語のガイダンス（１） Python言語のコーディングについて学習する。
3週 Python言語のガイダンス（２） Python言語のコーディングについて学習する。
4週 Python言語のガイダンス（３） Python言語のコーディングについて学習する。
5週 Jupyter Notebookの使い方 実行結果の記録と分析作業方法の学習。
6週 数値計算ライブラリ 数値計算ライブラリNumpyの使い方の学習。
7週 データの図式化 データを視覚化するためのライブラリの学習。

8週 データ解析ライブラリのデータ形式 データ解析ライブラリPandasのデータ型について学習
する。

4thQ

9週 データ解析ライブラリの使用方法 Pandasの使用方法について学習する。
10週 必要なデータを取り出す Pandasを使って必要なデータを取り出す。
11週 グラフによる視覚化 matplotlibでグラフを作成する。

12週 凸包問題 大量の座標点で構成された散布データのすべてを包含
する図形である凸包について理解する。

13週 線分の交差判定
座標列の方向付けに利用される符号付き面積を導入し
、画面内部に存在する大量の線分において、互いに交
差する組を検出する、線分交差判定問題について理解
する。

14週 線形最適化問題 簡単な線形最適化問題の解決方法を理解する。コンピ
ュータによる問題解決方法を理解する。

15週 定期試験 ９～１４週までの内容を網羅した試験により授業内容
の理解の定着をはかる。

16週 定期試験内容についての解説 定期試験の内容を理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


